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八丈方言談話資料 望 中之郷方言
金 田 章 宏
はじめ に
八丈方言 は ､ 日本語諸方言 の な か で ､ 文法上 きわめ て 特殊な位置をしめ て い る o
語形の面 で は ､ 奈良時代の東国方言の特徴で ある､ 動詞 の オ連体形 ､ 形容詞 の ケ連体形､
推量の ナ モ な どの はか ､ 形容詞語幹の はばひ ろ い 用法が み られる o ま た ､ 打消し の ズ以前
にさか の ぼる否定形式が ､ 中之郷 をふ くむ坂上地区な どで はい ま で も使用さ れて い るo
構文の 面で は､ 疑問と強調 の 係り結びをの こ し ､ 連用形 に い く つ か の 終止 用法 も見 られ
る し､ ｢帯に 結う+の ような結果の むす び つ きが 多用 さ れる な ど､ 連語論の点で も古風 な側
面を数多く の こして い る｡
中之郷方言 は､ 八丈島旧5 カ 村の ひ と つ と し て ､ 青 ヶ 島方言と と もに 八丈方言 の な か に
位置付けられ る ｡ 八丈方言 は､ 坂下 と よ ばれる 旧 2 カ 村 (大賀郷
｡ 三根) が ひ と つ の ま と
まり をつ くり ､ 坂上 の 旧3 カ 村は中之郷 ｡ 樫立地 区 と末吉地区 と に わけ られ るo こ れ に 青
ヶ 島 (村｡ 青 ヶ 島方言) をくわ え て ､ 八丈方言 を4地 区 に 下位 区分す るo 1)
- 3)と い う順
序は､ 大坂 ト ン ネ ル が開通する以前 の ル
- ト に そ っ た も の で ､ 方言 的な特徴も概略こ の 順
序で ま して い く とみ て よ い o 発音 に 関 し て い え ば､ 大 賀郷が最 も中央語 の 影響 をう けて い
るの に対して ､ 樫立が独特の 発声法や 二 重母音な ど､ きわだ っ た特徴をも っ て い る ､ と い
うよう に ｡
1) 大賀郷 ｡ 三根地区
2) 末吉地区
3) 中之郷 ｡ 樫立地区
4) 青ヶ 島地区
文法の面 で は､ 各地区と もわずか な違 い が ある と は い え ､ 青 ヶ 島地 区を の ぞ 削ぎ､ それ
ほ どお お きな差 はみ られな い ｡ しかし ､ 音声の 面で はか な りの 違 い が み られ､ そ れが 各地
区の方言の 基本的 な速 い と して 意識さ れ て い る o なか で も特徴的な の は､ おも に さま ぎま
な母音の連続が融合して で きた長い 母音 (長母音と 二 重母音) の あらわれ方 と ､
一 部の 子
音の 口 蓋化 の ありな しで ある ( 概略は金 田1993aを参照)o
こ の資料古手つ い て
録音 : 上村幸雄 1970.3.12.
話者 : 沖山 べ ん (18 恥 1972)(略称･･ べ ん)､ 菊池 な ぎよし(1880-1974) (略称 : な ぎ)
神山しず子(1901-19 4) ( 略称 : しず子)､ 山下文司(1926-) (略称 ‥ 文司)
こ の 資料 は､ 1970年に当時国立国語研究所の 地方言語研究室長だ っ た上村幸雄氏が中之
郷地区で録音した もの を､ 上村氏の 許可 をえ て ､ 金 田が文字化し訳 と注 を付した もの で あ
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る o こ の ときの 録音 の 一 部 は､ 大石 ｡ 上村編1975 『方言 と 標準 語』 に 収録 さ れ て い る が､
今回の 資料はそ れ と は別の 話者に よる もの で あ る o こ こ に 掲載 した もの は ､ 録音全体の約
二 分の - で あ るが ､ の こり 二分 の 一 も､ お な じ こ ろ の ほ か の 地 区の 録音と と もに ､ 文字化
を予定 して い る ｡
話者の うち､ 沖 山 べ ん 氏と沖山 しず子氏は親子 で あ る o 山下文 司氏 は進行役 の よ うな役
割をは たして い る o 会話の中心 は菊池 な ぎよ し氏と沖 山 べ ん 氏 で ､ 沖山 べ ん 氏の 声 は特徴
的 な の で ききわ けに 問題 はな い が ､ 菊地な ぎよ し氏の 声 は山下 しず子氏の声と似て い るため､
一 部の み じか い発話に つ い て は混同 し て い る可能性 が あ る｡ ま た ､ 30年ち かく も以前の録
音で あり ､ す で に 3名 の 方が なく な っ て い て ､ 単語 の 意 味や 語 形 に つ い て ､ 明確 に で きな
か っ た と こ ろ もある ｡
文法上 の 特徴として は､ は じ め に あげた 諸特徴の うち ､ 形 容詞 語幹の 用法 と連用形 の終
止用法以外はす べ て こ の資料 にあ らわれて い る o ま た ､ 現在 で は強調 の 係り結 び助 辞の ､
三根 に おける カ と コ - の 区別 が中之郷 で はう し な われ ､ どち ら も カ に な っ て い る が ､ この
資料で は ､ 一 部を の ぞ い て ､ カ と コ ア と して 明確 に 区別さ れ て い る ｡
表記 は特殊 な文字や記号 を使用 しな か っ た た め ､ 上述 の 上村1975で す で に 指摘さ れ て い
る ､ 母音 の長短 に おける ､ ｢はり+ と ｢ゆ るみ+ の 対立 をじ ゅ う ぶ ん に 表示 で き なか っ た｡
中之郷 の長 い 母音に は､ い っ つ の 長母音､ /i‥/ ､ / e :/ ､ /a:/ ､ / o :/ ､ / u :/ ､ およ
び ､ ふ た つ の 二重母音､ /ia/ ､ /o a/ が ある ｡ こ の うち ､ / e ノ は､ 音声的 に はは とんど
/i:/ と区別が っ か な い ばあい があ る｡ ま た､ / o ノ も､ は と ん ど/u:/ と 区別 が っ か ない
ばあい がある o これ が､ 上村1975の い う､ 短母音/e/ ､ /o/ の ｢ゆ るみ+ と､ 長母音/e:/､
/ o ‥/ の ｢はり+ の 対立 で あ るo しか し､ 口 蓋化の 対立をも つ 子音とくみあわさ っ たばあい､
こ れ らの 長母音 は基本的 に は 口 蓋化しな い 子 音 とく み あ わ さ り ([ti‥]/te :/ 手 を､ [tu :]
/to ‥/ 戸を)､ 口蓋化 し た子音とくみ あわ さ る/i:/ ､ / n ‥/ と は ([m at!i:]/ m a｡i‥/町へ ､
[kuts u :] /kn cu :/ 靴を) 区別さ れて い るo 母音自体も､ とく に /o:/ の ばあ い ､ 口 の 構え
に特徴があるo したが っ て ､ 音韻と し て は､ き こ え の 如何に か か わらず､ /e:/､ /o:/杏
た て る必要が ある. ただ し､ この 資料で の 表記 虹 き こえ方に したが っ たため ､ はか のノia/
な ども､ e a､ ja: の ように 表記 して い る ｡
以下､ お もな地 区に つ い て長 い 母音と中央語 と の 対応関係をしる す (具体例 は金 田1993a
を参照)0
三椴 末吉
1: 1:
ei i:
a: a:
O u 0 :
u: u:
e: e:
0 : a :
中之郷 中央語
1: < i､ ii､ ui､ u wi､ usi
e: < ie､ ei､ ee､ ew o､ e m o､ oi､ obi､ osi､ oe､ ｡be
a: < a ra
o: < o u､ o w o､ aw o､ a 皿 0､ O W O､ Oho
u: < uho､ u w o､ us u
ia く ai､ a w e､ a m e､ are､ 如
oa < aa､ aw a､ ao､ a Ⅵ )､ aro､ o a､ oba､ ow 且
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なお ､ 母音の無声化 の 記号も付 して い な い が ､ 中之郷 は樫立 と はち が っ て ､ 標準語 と ほ
ぼおな じ規則 に し たが っ て無声化を お こ して い る ｡
上記 の と おり､ こ の 録音の数年後 に は､ あ い っ い で お 二 人 の 話者が なく な られ て おり ､
そ の 意味で もこ の 録音はた い へ ん貴重 な記録と な っ て い る ｡ 当時の テ ー プを大切に保存し ､
こ こ ろ よく貸して くだ さ っ た八丈町 の浅沼良次氏､ 文字化お よ び活字化を快諾 し てく だ さ っ
た上村幸雄先生 に心 よりお礼をもうしあ げる｡ ま た ､ 文字化に あ た っ て ､ 八丈町 の 山下文
司氏､ 奥山寿賀姓氏ほか の協力 をえ た ｡
なお､ こ の 資料もふく め て ､ 金 田が こ れ ま で に 文字化した青 ヶ 島方言 や ､ 今後文字化を
予定し て い る ほか の 地区 の 資料に つ い て は来年度中にCD化を予定して い る｡
八丈方言 の 音韻､ 文法 ､ 談話資料等 に 関し て は､ 以下 の もの を参照 して い ただ きた い ｡
飯豊毅 - 1959｢ 八丈島方言 の 語法+ 『国立国語研究所論集1 こ とばの 研究』
馬瀬良雄1961｢ 八丈島方言 の音韻分析+ 『国語学』43
奥山熊雄 ･ 金田1990 ｢ 八丈島三根方言動詞 の 形態論 ア ス ペ ク トをめ ぐ っ て+ 『国文学解
釈と鑑賞』 7月号
奥山熊雄 ･ 金 田1991｢八丈島三根方言動詞 の 形 態論 過去の ｢ き+を も つ テ ン ス 形式+
『国文学解釈と鑑賞』 1月号
金田章宏1992｢ 八丈島の 民話 と談話+ 『国文学解釈 と鑑賞』 7月 号
金田章宏1993a ｢ 八丈島方言 の 音韻 (三根地区)+『千葉大学留学生 セ ン タ ー 雑誌』
金田章宏1993b ｢ ｢二 重+ 表示現象をめ ぐ っ て - 八丈島三根方言を例に - +『日本語 の 格を
めぐ っ て』 く ろ しお出版
金田章宏1995｢保科孝 一 著｢ 八丈島方言+を よ みな おす(1)+ 『千葉大学留学生 セ ン タ ー 紀
要』 第1号
金田章宏1996a
金田章宏1996b
金田章宏1996c
じ書房
金田章宏1998a
月 号
金田章宏1998b
金田章宏1998c
金田章宏1999
｢ 感覚と感情に お ける局面をめ ぐ っ て+ 『国文学解釈 と鑑賞』 1月号
｢連用形の 終止用法を め ぐ っ て+ 『千葉大学留学生 セ ン タ ー 紀要』 第 2号
｢ 八丈方言うちけ し動詞の 成立 を め ぐ っ て+ 『日本語文法 の 諸 問題』 ひ つ
｢待遇表現 と やり もらい に つ い て の おぼ えが き+ 『国文学解釈と鑑賞』 1
『八丈方言談話資料1 青 ヶ 島方言』 千葉大学留学生セ ン タ ー
｢ 現代日本語の なか の 係り結び+ 『月刊言語』 7月号
｢八丈方言か ら古代語をさ ぐる+ 『日本語学』 1月号
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な ぎ : a njo ka m a r a : r ute :(1).
ベ ん : n eqkoke toki?n eqkoke tokinja no :, im o ni,
s a c u m a ni, siodakiN
'
site, s oika r a, siru niw a,
im o sim
,
sa c um a siruteqte n o, he:k ar a m u-
glZJu : Si:teqte, m ugJO C uqte, S Oika r a, w o a-
go me:(2) c uqte, w o a m e siteqte.
なぎ : wora③ s oれ o, Ⅶ ℃ ago m e : w a n o a, n eqkokute
(4)sjoku n aqkeda r a. w o ag･o m e : w at ben ako -
Nte.
ベ ん : w o ago m eNsja :jo v a(5) n o.
しず子 : cu r ucu mN site, w o ago m e w a u m ake zja. ka -
m uteka jodaNn e a(6), sogaNdo: koto w a.
m uka: sin °kotobadeka joda r e(7). N:gateka
jodaNn e :. o m a et Nsja :Ja Z u ni.
な ぎ :N:ga n o a, taNgo : o r u :ti(8),taNgo : oqta r u :
(9), zibatade cjaNcjaN, n o a, zibatade. o ru :
te :,ja mja :(10) deta r o a zja(ll). un a(12) ko -
kode
,
a ra kokode, sobade, iqkeN do n a ride,
s oNtokiN, de r oga : ni(13), toNm ete ni(1 4)
dete, hajaku kiqte(15), taNgo : o rogaN hai-
ku derogaNteqte a s a okite, tokite(16) c u c u
deta r o a zJa, Ja m]a . S Oko n o ot n a ride, soga -
Nsite - ･
しず子 :toNm eteN okiteteka ja r ega . toN m eteN
okite.
な ぎ :toN m eteN okite s a,ju r u, a s aku r ake u cini.
しず子 : maqku r udo a(17)u cini.
な ぎ :dote, S oika r a s a c u m o a sjoqte kite, o r o siもe,
heka ra
,
n abe n oha rja :ir ete, siode nirogo aN
oqtoq七i:, taNg
･
o : o r a r o a zja, zibatade.
ベ ん : m ukasiw a zibatade taNgo : o r o a zjL.
な ぎ : sogaN do aNte, u n o, s o n o, taNgo : oqte w a,
heka r a, taNgo w a o rin aga rani, kodo m o :
oN b11Site, kogaNsite sJOqte kogaNsite
sita - ･
ベ ん ‥ N:ga w aQB), kodo mムn o a r o ag , ☆a rja sje z u
(19), kodo m o ･ ･ ･
なぎ : o maia
.
n aqkeNt早 Sjoin akoN(20), a r a sjoqto -
qti:, sJOqtOqti:.taNg
･
o : o r oaz)a .
しず子 :go mjo s a s agi: miko ado a zja :.
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ア ニ ョ カ マ ラ ー ル テ - .
ネ ッ コ ケ トキ? ネッ コ ケ トキ ニ ヤ ノ ー
､ イ
モ ニ
､ サ ツ マ ニ ､ シ オ ダキ ン シ テ､ ソイ カラ
､ シ
ル ニ ワ ､ イ モ シ ル ､ サ ツ マ シ ル テ ッ テ ノ ､ へ - カ
ラ ムギジ ュ ー シ - テ ッ テ ､ ム ギ ョ ツ ッ テ､ ソイ
カラ､ ヲ ア ゴメ - ツ ッ テ､ ヲ ア メ シ テ ッ テ.
ワ ラ ソ ノ ､ ヲ ァ ゴメ ー ワ ノ ア ､ ネ ッ コ クテ シ ョ
クナ ッ ケダラ｡ ヲ ァ ゴメ - ワ 夕 べ ン ナ コ ン テ｡
ヲ ァ ゴメ ン シ ャ - ヨ ワ ノ .
ツ ル ツ ル ン シ テ ､ ヲ ァ ゴメ ワ ウ マ ケジ ャ ｡ カ ム
テ カ ヨ ダ ンネ ァ ､ ソ ガ ン ド - コ ト ワ o ム カ ー シ
ノ コ ト バ デカ､ ヨ ダレ o ン - ガテ カ ヨ ダ ンネ - o
オ マ エ テ ン シ ャ ー ヤ ズ ニ ｡
ン - ガ ノ ア ､ タ ン ゴ - オ ル ー テ ィ ー ､ タ ン ゴ -
オ ッ 夕 ル ー ､ ジ バ 夕 デ チ ャ ン チ ャ ン ､ ノ ア ､ ジ
バ 夕デo オ ル ー テ - ､ ヤ ミ ャ - デ タ ロ ア ジ ャ o ウ
ナ コ コ デ ､ ア ラ コ コ デ ､ ソ バ デ ､ イ ッ ケ ン ドナ
リデ､ ソ ン トキ ン､ デ ロ ガ ー ニ ､ ト ン メ テ ニ デ テ､
ハ ヤ ク キ ッ テ､ タ ン ゴ - オ ロ ガ ン ハ イ ク デ
ロ ガ ンテ ッ チ ア サ オ キテ ､ トキテ ツ ツ デタ
ロ ア ジ ャ ､ ヤ ミ ャ ｡ ソ コ ノ オ トナリデ ､ ソ ガ ン シ
フ
‾ ○ ● ●
o
ト ン メ テ ン オキテ テカ ヤ レ ガ｡ ト ン メ テ ン オ
キテ｡
ト ン メテ ン オキテ サ ､ ユ ル ､ ア サ ク ラケ ウ
チ エ ｡
マ ッ ク ル ドア ウチ ニ ｡
デテ､ ソイ カラ サ ツ モ ア シ ョ ッ テ キテ ､ オ ロ
シ テ､ へ カ ラ､ ナ ベ ノ ハ リ ヤ ー イ レ テ ､ シオデ
エ ロ ゴ ァ ン オ ッ ト ッ テ ィ - + タ ン ゴ ー オ ラ ロ ァ
ジャ ､ ジ バ 夕デ｡
ム カ シ ワ ジバ タデ タ ン ゴ ー オ ロ ア ジ ャ ｡
ソ ガ ン ドア ン テ ､ ウ ノ ､ ソ ノ ､ タ ン ゴ ー オ ッ テ
ワ､ へ カ ラ､ タ ン ゴヮ オリナガラ ニ ､ コ ド モ ー
オ ンプ シテ ､ コ ガ ン シ テ シ ョ ッ テ コ ガ ン シ テ
シタ ･ ･ ･ ｡
ン - ガワ ､ コ ド モ ノ ア ロ ア ガ､ ワリ ャ シ ュ ズ､
コ ド モ ･ I ･
｡
オマ イア ナ ッ ケ ンテ シ ョ イナ コ ン､ ア ラ シ ョ ッ
ト ッ テ ィ ー ､ シ ョ ッ ト ッ テ ィ ー タ ン ゴ - オ ロ ア
ジ ャ ｡
ゴ ミ ョ サ サギ ー ミ コ ア ドア ジ ャ ー ｡
なにを食べ たか っ て ｡
小さい とき? 小さ い ときに はね､ サ トイ モ に ､ サ ツ
マ イ モ に ､ 塩ゆで に して ､ それから､ 汁に は､ サ トイ
モ 汁､ サ ツ マ イ モ 汁と い っ て ね､ それから ム ギ雑炊と
い っ て ､ ム ギを っ いて ､ それから､ 粟米を っ い て ､ 粟
飯とい っ て ｡
私はその､ 粟米をはね､ 小さくて 知らない んだよ｡ 粟
米をは食べ ないから｡
粟米なんかを はね｡
つ る つ るに
.(
と?)して ､ 粟米は うま い よね ｡ カ ム と い
うんだよ､ そうい う こと ば｡ むか しの ことばで い うん
だよ. ン - ガというんだよ｡ オ マ エ っ てなん かいわずに.
おまえがね､ タ ン ゴを織りながら ､ タ ン ゴ を織 っ たろ
う､ 地機で ち ゃんち ゃ ん ､ ね ､ 地機で ｡ 織りながら､
ヤ マ へ 行 っ たじ ゃ な い ｡ おま え はこ こで ､ わた しはこ
こで ､ そばで ､ 一 軒隣で ､ その とき に行く ように ､ あ
の
､ 朝早く行 っ て ､ はやく来て ､ タ ン ゴを織る ように
はやく行とい っ て ､ 朝起きて ､ さそ っ て よく行 っ たじ ゃ
ない､ ヤ マ へ ｡ そ この お隣で ､ そ んなふうにして - ｡ ｡
朝早く起きて ､ とい っ たんだよ｡ 朝早く起きて ｡
朝早く起きて ね､ 夜､ 朝くらいうちに ｡
真っ 暗なうちに ｡
行 っ て ､ そ れか らサ ツ マ イ モ を背負 っ て きて ､ おろ し
て､ それから､ ナ ベ の 中 へ い れて ､ 塩で ゆで るよ うに
置いて から､ タ ン ゴを織 っ たじゃない ､ 地機で ｡
むか しは地機で タ ン ゴを織 っ たよね｡
そんなだから､ あの ､ その ､ タ ン ゴを織 っ て は､ それ
から､ タ ン ゴは織りながら､
_
子 どもをおんぶ して ､ こ
んなふうに して背負っ て ､ こんなふうにして した - ･ ｡
おま えの は､ 子 どもがい たが､ 私は しな い し､ 子 ど
も ｡ ･ ･ ｡
おまえ はいないか ら背負わな いけど､ 私 は背負 っ て ､
背負 っ てタ ン ゴを織 っ たんだよね｡
薪を(頭にのせて) 運びに歩い たもんじゃ ない｡
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(1)ka mar･a : ru (ka mi- a rュ- aru 引用形式 の
まえ は旧終止形｡
(2) w o a (a w a 語中で は､ a wa) o aだが ､ 語
頭で は唇音化されて い る｡ はか に ､ o w oke) bo :
ke大キナ
(3)w ara (w a rja (w a r e- w a
(4) sjoku 知 ッ テイ ル はsjoqkjaで ､ sir oku著ク
から｡
(5) w o ago m eNsja :io w a sja:は複数をあらわす接辞
として意識されているが､ もともとはサ エ で ､ ナ ド ｡
ナ ン カはどの意味であり､ 複数でなくても使用される｡
(6)ka m utekajodaNn e a コ ソによる係り結び｡ 三
根の カ - e ､ ko:- n e :のうち､ 後者のナ リ巳然形型に
対応するが､ より若い人のなかでは､ ko a)ka となっ
て､ 係り助辞の はうでは区別がつ かなくな っ ている｡
(7)kotobadekajoda re これは三根の カ - e に対応
し､ 述語は非ナリ巳然形型｡
(8)o ru :ti: - シ ナガラ の古形. 三 つ 椴セo r o u七ei.
o r o- m ote- wo に対応するかo
(9)oqta ru : (oqta r o u
(10)ja mja: (ja m a e
(ll)deta ro a (deta r a r o
(12)u n a (u n u w a
(13)de r oga:ni (dero -goto - niか.
(14)toNm ete (qto m ete (cuto m ete 同様の現象
が､ taqgo(qtago (hltagO双子､ kaNgo (N kago
(m ukagoム カ ゴ にみられる｡
(i5)kiqte kiteとなるべきところかo
(16)tokite 伽ぎて
(17)m aqku r udo a (m aqku r uda r o(m aqku -
r ude - a r (〕
(18)N:ga w akodo m o n o a r o ag息 持ち主と持
ち物に よる二重主格｡
(19)sje z u これ はsja z uシ ナクテ ･ シ ナイ シ か ｡
(20)sjoin akoN - koは動詞型否定連体形 ｡ 三
根で は融合して sjoiNn o :niとなる｡
な ぎ :go mjo w a sjoqta ri, s a s aqda ri.
ペ ん : m uka siw a miNn a sJO W O ado a zja.
な ぎ : sja s aga r a, kokode.
しず子 : cubu riNs asagiko a sitaNn e a.
べ ん :koblln e O Wa(21)ko sje:te n o s eqtoqte: s a s aq-
de, s oika r a, miz u : w a n o :, doko s oko n oga r a
(22) - . sono judoka r akuqde, miNna s a-
s aqde, s ogo aN sito a -
な ぎ : n aqketo w a n aga r eko w a m ade deto a zja.
べ ん : n aqketo w ako w aka r a s a s aqde.
な ぎ : n a首a.r eko w a m ade.
べ ん : s oika r ako w ade w a n o :, m a r ubo a sito : zjeq-
tai w ata siNzja r o a zJa, adaN n o :.
な ぎ : si: side m a r u
,
sjo m ade m a r uputo,ja m a sjaN-
ko a(23) m oqte dekitaNn e:. u n oko a n o wi:
(24) w ata s uto w a.
しず子 : n o mimiz udo ade?
な ぎ : o s o(25), ko m eNje r °tabarja :de r odo ade.
ベ ん : u r ega JO m eNsja :JO W a, nakaqcJO SjaN
sJOqte dete, n akaqcjoka r a kogo a : ni gtl r u
m a w aqte kite, kokoN, n l aga rin o u n okoqci-
n o uki:･ ･ ･
な ぎ : w aga oba s aN doazja s ore:.
J<^ : m uka siw a no mimiz udo ajoNte(26) no:.
ベ ん : s oide m uka siw a m ug]o c uki, w o ago m e:
c uki, he :ka r ako m e: c uki, sin aga r
･
ani, ha r u :
(27)site, ko n a s a m o a(28)jasinaqte, ･ ･ ･ka r a
s o n o
,
ito : siqte, s ogaNsite, s o r ede c u m oqde
taNgo : o roado a zja.
な ぎ : s o n oito :ko a n eNgu ni o s a m etaNn e a.
ベ ん :taNgo : oqteiqtaN.
な ぎ : m aNn o z eikiNni
,
n eNguN o s a m e七o ado a : zja.
ベ ん :joke n e n o site s aNjeNgo z柑qS eN. ka :, Ja S u-
keto w a nijeNgu riada r aNn o : -
文司 ‥ - i
.
a m aka r a sjoqte sjoqte, kabe a(29) sjoq-
te sJOqte, hidoke m eN a w aNn o : z3a .
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ゴ ミ ョ ワ シ ョ ッ クリ､ サ サ ッ ダリ｡
ム カ シ ワ ミ′ン ナ シ ョ ヲ ア ド ア ジ ャ ｡
シ ャ サ ガラ､ コ コ デ｡
ツ プリン サ サギ コ ァ シ タ ンネ ァ ｡
コ ブネオワ コ シ ュ ー テ ノ セ ッ ト ソ テ ー サ サ ッ
デ､ ソイカラ､ ミズ - ワ ノ ー ､ ドコ ソ コ ノガラ . .
｡
｡
ソノー ユ ドカ ラ ク ッ デ ､ ミ ンナ サ サ ッ デ､
ソ ゴ ァ ン シ トア ･ ･ ･ ｡
ナ ッ ケトワ ナガレ コ ワ マ デ デト ア ジ ャ ｡
ナ ッ ケト ワ コ ワ カラ ササ ッ デ｡
ナガ レ コ ワ マ デ｡
ソイカ ラ コ ワ デ ワ ノ ー ､ マ ル ポア シ ト - ジェ ッ
タイ ワ タ シ ン ジャ ロ ア ジ ャ ､ ア ダン ノ - .
シ ー シ デ マ ル ､ シ ョ マ デ マ ル プト､ ヤ マ シ ャ ン
コ ア モ ッ テ デキタ ンネ - . ウ ノ ､ コ ア ノ ウ ィ -
ワ タ ス ト ワ｡
ノ ミミ ズ ドア デ?
オソ コ メ ン イ エ ロ タ バ リ ヤ ー デロ ドア デ｡
ウ レガ ヨ メ ン シ ャ - ヨ ワ ､ ･ ･ ･ ナ カ ッ チ ョ シャ
ン シ ョ ッ テ デテ ､ ナ カ ッ チ ョ カ ラ コ ゴ ァ ー ニ
ダ ル マ ワ ッ テ キテ ､ コ コ ン､ ニ ア ガリ ノ ウ
ノ コ ッ チ ノ ウキ - ･ ･ ･ ｡
ワ ガ オ バ サ ン ドア ジャ ソ レ ー ｡
ム カ シ ワ. ノ ミ ミズド ア ヨ ン テ ノ
ー
｡
ソイデ ム カ シ ワ ム ギ ョ ツ キ､ ヲ ァ ゴ メ ー ツ
キ､ へ - カ ラ コ メ - ツ キ､ シ ナガラ ニ ､ ハ ル ー
シ テ､ コ ナサ モ ア
ー
ヤ シナ ッ テ ､ ･ ･ ･ カ ラ
ソ ノ ､ イ ト ー シ ッ テ､ ソ ガ ン シ テ､ ソ レデ ツ モ ッ
デ タ ン ゴ ー オ ロ ア ドアジャ｡
ソ ノ イ ト - コ ア ネ ン ダ ニ オ サメ タンネ ァ ｡
タ ン ゴ - オ ッ テ ィ ッ タ ンo
マ ンノ ゼイキ ン ニ ､. ネ ン グ ン オサ メ ト ァ ド ァ ー
ジ ャ ｡
ヨ ケ ネノ シ テ サ ンイ ェ ン ゴジ ュ ッ セ ン ｡ カ ー ､
ヤ ス ケトワ ニ イ ユ ングリアダラ ンノ ー ･ ･ ･ ｡
･ ･ ･ ヤ マ カ ラ シ ョ ッ テ シ ョ ッ テ､ カ ベ ァ シ ョ ッ
テ シ ョ ッ テ､ ヒ ドケ メ ン ア ワ ン ノ ー ジ ャ｡
薪をは背負 っ たり､ 頭にの せたり｡
むかしはみんな背負 っ たもん だよ｡
頭に の せ たよ､ こ こで ｡
頭にのせ たんだよ｡
コ プネをは作 っ て の せて か ら頭に のせ て ､ それから ､
水をはね､ どこそ こ の 分 に ･ ･ ･ ｡ そ の井戸から汲ん
で ､ みんな頭に のせて､ そん なふ うに した ･ - 0
な いとナ ガ レ川まで行 っ たじゃ ない ｡
ない と川か ら頭にの せて ｡
ナガ レ川まで ｡
それか ら川で はね ､ 死んだ人をぜ っ たい渡さなか っ た
よね､ なに しろね｡
末吉で死､ 潮間で死ぬ と､ ヤ マ の ほう に も っ て きたよ ｡
あの､ カ ワ の上を渡すと｡
飲み水だから?
いや､ そうじゃなくて､米に いれる(?)田んぼに出るもんだから.
あ の人の嫁なん かをは､ - ･ ナ カ ッ チ ョ へ 背負 っ て
行 っ て ､ ナ カ ッ チ ョ か ら こん なふ うに ぐるりま わ っ て
きて ､ こ こに ､ ニ ア ガリ ノ あ の の こ っ ちの - ｡ ｡
私のおばさん だよね､ そ れ｡
むかしは飲み水だからね｡
それで ､ むか しはム ギを っ き ､ 粟米をっ き､ それか ら
米をっ き､ しながら､ 養蚕をして ､ カイ コ を養っ て､ -
そ れからその ､ 糸を引い て ､ そんなふ うに して ､ それ
で紡いで タ ン ゴを織 っ たんだよね｡
その糸をこ そ年貢に納めたんだよ｡
タ ン ゴを織 っ て 1反｡
いまの税金に､ 年貢に納めたんだよね｡
(21)kobu ne 桶などを頭に の せるために使用する､
布な どで作 っ た ド ー ナ ツ 状の もの .
(22)gara ガリ ･ ノ ガリで ､ - ノ 分 ニ ､ - ノ 分 ト
シ テ ､ - ノ モ ト へ な どの意味｡
(23)ja m a sjaN sjaN は sim a に由来する､ 方向
をあらわす接辞｡ 末吉で は sim a を使用する｡
(24)wi: (w ei(u w e wo
(25)o s o
.
嘘の 意味で はなく､ 相手 の発言 内容を
かるく否定する｡
(26)nomimiz udo ajoNte -joNte は ヨ リ テ で ､
連体形＋ ニ ヨ リ テか らの変化｡ 現在で はjoが脱落し
て い る｡
(27)ba r u 養毒を意味する ｡ aki は麦作｡
(28)ko n a s a m a毒｡ 蚕 ノ 様か ｡ 一 束北な どで はオ
コ サ マ (お毒様) という｡
いい値にな っ て3円50銭｡ それか ら､ 安い と2円ぐら
いだ っ ただろう ･ ･ ･ ｡
･ - ヤ マ から背負 っ て背負 っ て ､ 桑 の葉を背負っ て (29)kabe a 桑の葉｡ 桑生 エ か ｡
背負 っ て ､ たい へ ん な目にあ っ ただろ｡
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な ぎ :kabia3
L
o wa c ubu riNn o s et s a s aga r a. a r eNs-
ja : w ako : oqtoqti:(30).
べ ん :kogaN do a kagode, kogo a ni ho:cite(31) sjo -
w o adoaz]a , miNna . doNn ato :kuka r a m o.
文司 :kabe a mogin aga r a s a :, uto a iq poN ja ri-
ja r e.
べ ん :doNn ato :kuka ram o.
文司 :kabe ajo m ogin aga r a :, ha ruja m abu sjo(32)
jare, S Okode.
べ ん :ba r uJa m apu S〕O utO :do aka?
な ぎ : utaqte mir o. u n a uto :bo :do :(33) - , a rja
uto :ho : n akja.
べ ん : u七o :ka n o :
,
s o I ZJa . har u ni naruto w a n aki-
no m e no hokoga(34)jo :i, m atedo w a sin o a-
z)
'
a(35) n a o m o u s a m a w a n a :.
しず子 : o:i, ko n oka n o min o N: m a s o a(36), ko no abi-
n o N: m a s o ate.
べ ん :ha zim ete kiko a - ･
な ぎ : abjo m oka n o mjo m o, m oqde 車a mo a zja, n o :,
n o a
,ja m o a miko :ti:(37). kabiajo m ogu :ti:
sa:, abjo m oqde kaqda ri, ka n o mJO m Oqde
kaqda ri, kodo m o n oga r a m oqde m oq七e de -
kita ri(38).
しず子: m ukasi, m aNn o ka sin oko a ridaNn o -
な ぎ : m aNn o ka sino koarini, s o ri: m oqte deki-
to ado aNte･ u n o, ho :kisiba n obaN ku r uqde
rn oqte di:to a zJa, miNn a .
文司 ‥ m uka siw a
.
u r eda raqti‥如(軌 u n o, aNtejo,
ko n o, ka w]a : sike sito niw a, kodo moniw aho :
kisibaN ko mi: c u c uqde mite(4 0) ka m a s e-
ta r aqti: z]a .
な ぎ :bo :kisibade n aqkja . kabja: no siba ni.
べ ん : ka sibaN ku r uqde, kogo aN site, m 喝 1n O
n aqke:ir ete, mite, s ogo aNsite ka m e :to :da -
r a ra(41).
な ぎ : ada ni, miNn ade tabe r okotoga dekinako -
do aNte
,
miNnagara n aqkedo aNte, kodo m o-
N baqka ri ka m a s eto ado a zja .
べ ん :bhNn abeteqte. kogoN do :n abe n okode n o :,
1 C lgO :glユria ir ete mite, s ogo aNsite ku wa se-
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カ ビ ァ ヨ ワ ッ プリ ン ノ セ テ ササ ガ ラ ｡ ア レン
シ ャ
ー
ワ コ ー オ ッ ト ッ テ ィ ー ｡
コ ガ ン ド ア カ ゴデ､ コ ゴ ア ニ ホ - チ テ シ ョ ヲ
ア ド ア ジ ャ ､ ミ ン ナ｡ ド ン ナ ト ー ク カ ラ モ ｡
カ ベ ァ モ ギナ ガラ サ ー ､ ウ ト ア イ ッ ボ ン ヤ
リヤ レ｡
ド ン ナ ト - ク カ ラ モ o
カ ベ ア ヨ モ ギナ ガラ ー ヽ ハ ル ヤ マ プ シ ョ ヤ レ
､
ソ コ デ｡
ハ ル ヤ マ プシ ョ ウ ト - ドア カ?
ウク ッ テ ミ ロ ｡ ウ ナ ウ ト ー ホ ー ド - ｡ - ､ ア
リ ャ ウ ト ー ホ ー ナ キ ャo
ウ ト - カ ノ ー ､ ソ イ ジ ャ ｡ ハ ル ニ ナ ル ト ワ ナ
キ ノ メノ ホ コ ガ ヨ - イ､ マ テ ド ワ シ ノ ア ジャ
ナ オ モ ウ サ マ ワ ナ - o
オ ー イ､ コ ノ カ ノ ミ ノ ン - マ ソ ア ､ コ ノ ア ピ
ノ ン - マ ソ ア テ｡
ハ ジメテ キ コ ァ ･ - 0
ア ビ ョ モ カ ノ ミ ョ モ ､ モ ッ デ カ モ ア ジ ャ ノ ー ､
ノ ァ ､ ヤ モ ア ミ コ ー テ ィ ー ｡ カ ビァ ヨ モ ダ ー ティ ー
サ ー ､ ア ビ ョ モ ッ デ カ ッ ダリ､ カ ノ ミ ョ モ ッ
デ カ ッ ダリ､ コ ドモ ノ ガラ モ ッ デ モ ッ テ デ
キ夕リ｡
ム カ シ ､ マ ン ノ カ シ ノ コ ア リダン ノ ･ ｡ ｡ ｡
マ ン ノ カ シ ノ コ アリ ニ ､ ソ リ ー モ ッ テ デキ
ト ア ド ア ン チ｡ ウ ノ ､ ホ - キ シ バ ノ ハ ン ク ル ッ
デ モ ッ テ デ ィ - ト ア ジ ャ ､ ミ ン ナ｡
ム カ シ ワ ウ レ ダラ ッ テ ィ ー.ジ ャ ､ ウ ノ ､ ア ン チ
ヨ ､ コ ノ､ カ ウ ヤ ー シ ケ シ ト ニ ワ ､ コ ド モ ニ ワ
ホ ー キ シ バ ン コ ミ - ツ ツ ッ デ ニ テ カ マ セ タ
フ ツ T イ ー ジ ャ.
ホ - キ シ バ デ ナ ッ キ ャo カ ビ ャ - ノ シ バ ニ .
カ シ バ ン ク ル ッ デ､ コ ゴ ァ ン .シ テ､ ムギノ ナッ
ケ - イ レ テ ､ ニ テ ､ ソ ゴ ァ ン シ テ カメ - 卜 - ダ
フ フ o
ア ダ ニ ､ ミ ンナデ 夕べ ロ コ トガ デキナ コ ドア
ン テ､ ミ ンナガ ラ ナ ッ ケ ドア ンテ ､ コ ド モ ン バ ･j
カリ カ マ セ トア ドア ジャ｡
プ ン ナ ベ チ ッ テ ､ コ ゴ ン ド - ナ ベ ノ コ デ ノ ー ､
イ チ ゴ - ダリ ア イ レテ ニ テ ､ ソ ゴ ァ ン シ テ ▲ク
桑の葉をは頭に の せて は こん だよ ｡ 私 なん か は子ども
を背負 っ たままで ｡
こんな篭で ､ こ ん なふ うに 山の よう に積めるよう に し
て背負 っ たんだよね｡ みん な｡ どんな遠くからも｡
桑の 葉をもぎながら､ さあ､ 歌を1本､ だしなさ い｡
どんな遠くからも｡
桑の葉をもぎながら､ 春山節をやれ､ そ こで ｡
春山節を歌うのかい?
歌 っ てみろ｡ おまえは歌える ｡ ｡ ｡ ､ 私は歌えない よ｡
歌うかな､ それじ ゃ ｡ 春 に なると木の 芽が芽吹くが ､
待 っ て も釆ませんねえ､ 思うあなたは｡
まあ､ こ の桑の実の うま い こ と! こ の イ チ ゴの うま
い こと! っ て ｡
はじめて 聞い た ･ ｡ ｡
イ チ ゴをも桑の実をも､ もい で 食 べ た よね ､ ね ､ ヤ マ
を歩きながら｡ 桑の葉をもぎなが らね ､ イ チ ゴをもい
で食 べ たり､ 桑の実をもい で 食べ た り､ 子 どもの 分に
もい で も っ て きたり｡
むかし､ い まの菓子の代わりだろ ｡ ｡ ｡
い まの菓子の代わりに ､ そ れ をも っ て きたんだか ら｡
あの ､ ツ ワ プキの葉にくる ん で も っ て き たよ ね ､ み
んな｡
むか しはあれだ っ たそうじゃない ､ あの ､ なんて い う､
こ の
､ かわ い い人に は､ 子どもに は ､ ツ ワ プキの葉に
米を つ つ んで たいて食 べ させたそう じゃ ない ｡
ツ ワ ブキの葉で はない よ｡ 桑の葉の葉 っ ぱに ｡
桑の葉にくるんで ､ こう して ､ ム ギの なか にい れて ､
たいて ､ そうして食べ させたんだ っ たよ｡
なにしろ､ みんなで 食べ る ことがで きない んだか ら､
みんなの分ないんだか ら､ 子 どもに ばかり食べ させた
ん だよね｡
別ナ ベ とい っ て ､ こんな小錦で ね ､ 1合ぐらい入れて
炊い て ､ そんなふ うにして食わせた ･ - 0
(30) oqtoqti: - シ タ状馨デ｡ - テ オク 中止形か ｡
継起関係をあらわすばあい もある｡
(31)ho : cite まわ りをか こん で たく さ ん積め るよ
うにする｡ 封 ジ ル か｡
(32)haruja m abu sjo 春山節は桑 つ み歌. 声をか
けあい なが ら歌 っ た｡
(33)uto :ho :do : 肯定uto :bo :da r a､ 否定uto:bo:
n aqkjaで ､ 能力可能をあらわす｡
(34)hokoga 芽吹ク｡
(35) w a siNn o a 2;ja w a s o w aで､ 行ク､ 来 ル､ イ)i,o
オ ハ ス から｡ 同等からすこ し上に対して使用する｡
(36)N: m a s o a形容詞 - サ ＋ ヲ (ヨ ?) に よ る感
嘆文｡
(37) miko :ti: - シ ナガラ の古形｡
(38)dekita ri deku r o w aで ､ 釆ル ､ デキ ル ｡ イ デ
ク ルか ら｡
(39)u r eda r aqti:zja 伝聞形式は - ti:ja で ､ - te -
iw ow a) - te -jo w aから｡
(40)mite nirow a で ､ 炊ク､ 煮 ル ､ ユ デ ル ｡
(41)kam e:to:da r a
.
r a(ka m a s eta r oda r a r a(ka -
m a s et - a r o nite- a r ト a r O W a
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to a - I
な ぎ : s ogaN sitoqti:, oNn ag
･
o w aim o sir udaka, s a-
c u m a sir udaka, m uglZjO : Si:dako w aka ka mo -
w ada r ega .
嫁入りの･しきたり
なぎ : m ukasiw ajo m eirjo n o a, sjo tokinja , m uka -
siw
.
a ･
,
meniw a uga:ni dia ciku(42) n aqtejo -
m el rJO SJOga, ko n o, miadari:(43) kakete,
z a c u :do ahebiro a kite, s ogaNn aqte ta s uk]
'
o
kaqtekajo m elrコO Site deta r e. s oika r a n o, o:
m uka siw a
,
w aga ne:koke tokiniw a, taNs u
naga m o cJO m Oqte, S OgaNn aqte katoqde si-
七o ado aga ･ ha rja, w aga JO m el r30 SJO ZibuNn
i- w a･ s o n o, taNs u n aga m o ciw a n aka r o a z]a
n o･ w a rja ogeNa ni:doNn ogo w a(44) mito a
m aN m a, mito akotoN(45) naka r a r a. taNs u
n aga m o cjo katogo w ajo(46).
ベ ん : aqci(47) n o a, iqs obe:ba cido n oga r a(48) na -
ka aN do :(49) cuqteiko tokim o, taNs u n aga -
m o cide katog
･
o ada r a.
な ぎ : s o r ejo ri hoka nja n aqkedara, taNs u n aga -
m o ciw a･ ha r a･ u n o, da re m otaNs u n agu w a-
m o cJO m OtOdoko roka n o :, ta sukjo kaqte-
ka JO m eirjo sita r e. o : m uka siw a, be:ka r a,
hutoNn o, mihabaputoNn o tetugu rja(50).
hutoNjo mo m oqte w aikiw a s a zu n o.
しず子 :daido , 汝aja :sike bito n o a r uto w a, s o n o, ta -
Ns u n aga m o cjo katogiNno aga, s o n o, oNn a-
go :katoqdeika raNn o :zja(51).
な ぎ : oNn ago : w a-n o :, katoqde katoqde, n us uqde
n u s uqde･ w aga e n okiku eN 血 aNsja : w a ni-
ka s oN ka r a n u s u m ar et qti∴
文司 ‥kiku eba : saNjo w ap?:, w aga e n oba :
.
s aNdo a-
de･ si: si:(52))
'
o m e l r?0 S a S eta raqti: z]a ･ s oga
-
Nsuto, koqci, adanl n O :, O Cis aNga a r ode,
n an uka kaka r a r a :qteja, s o n o, ka c uqde ku -
r o ni, baNjo site.
なぎ :baNjo si:si∴
文司 : sjoN beNjo site a r °tokoroika, ba r 且, n a n u,
1qSju :kaN m eka buqka c uqde kita r aqti: ･ ･ ･
なぎ : w aga N: m aNsja:jo w a n o. ikutabi katoqda -
kada r aqti∴ kodo m o n oa rin aga r a ni, w aka-
r e七oqti: w a n o: katoki, w aka r etoqtia katoki,
s aN kn ikuria katoga raqti: ･ ･ ･
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ワ セ ト ア ･ ･ ･
｡
ソ ガ ン シ 卜 ッ テ ィ ー ､ オ ン ナ ゴワ イモ シ ルダカ
､
サ ツ マ シ ル ダカ ､ ム ギ ジ ョ ー シ ー ダ コ ワ カ カ モ ワ
ダ レガ｡
嫁入りのしきたり
ム カ シ ワ ヨ メイリ ョ ノ ア ヽ シ ョ トキ ニ ャ､ ム
カ シ ワ ､ マ ニ ワ ウ ガ - エ デ ィ ァ チク ナ ッ テ
ヨ メイリ ョ シ ョ ガ､ コ ノ ､ ミ ア ダリ - カケテ
､
ザ ツ ー ドア ヘ ビ ロ ア キテ ヽ ソガ ンナ ッ チ タス
キ ョ カ ッ テ カ ヨ メイ リ ョ シ テ デ夕 レ
｡ ソイ
カ ラ ノ ､ オ ー ム カ シ ワ ､ ワ ガ ネ - コ ケ トキ ニ
ワ､ タ ン ス ナ ガモ チ ョ モ ッ テ ､ ソ ガ ン ナ ッ テ
カ ト ッ デ シ ト ア ドア ガo - リ ャヽ ワ ガ ヨ メイリョ
シ ョ ジブ ン ニ ワ ､ ソ ノ ､ タ ン ス ナガ モ チ ワ
ナカ ロ ア ジ ャ ノ o ワ リ ャ オ ゲ ン ア ニ - ド ン ノ ゴ
ワ ミ ト ア マ ン マ
､ ミ ト ア コ ト ン ナ カララ｡
タ ン ス ナ ガ モチ ョ カ ト ゴ ワ ヨ ｡
ア ッ チ ノ ア ､ イ ッ ソ へ - ハ チ ー ド ノ ガラ ナカア
ン ド - ツ ッ テ ィ コ トキ モ ､ タ ン ス ナガ モチ
デ カトゴ ア ダラ｡
ソ レ ヨ リ ホ カ ニ ヤ ナ ッ ケ ダラ､ タ ン ス ナガモ
チ ワ ､ ハ ラ｡ ウ ノ ､ ダ レ モ タ ン ス ナ グワ モ チ ョ
モ ト ドコ ロ カ ノ ー
､ タ スキ ョ カ ッ テ カ ヨ メイ
リ ョ シタ レo オ ー ム カ シ ワ､ へ - カ ラ ､ フ ト ンノ ､
ミ ハ バ ブト ン ノ テ ツ グリ ャ ｡ フ ト ン ヨ モ モ ッテ
ワ イキワ サ ズ ノ ｡
ダイ ド､ カ ヤ - シ ケ ヒ ト ノ ア ル ト ワ ､ ソ ノ ､ タ
ン ス ナ ガモ チ ョ カ トギ ン ノ ア ガ､ ソ ノ ､ オ ンナ
ゴ ー カ ト ッ デ イカ ランノ ー ジ ャ o
オ ン ナゴ ー ワ ノ ー ､ カ ト ッ デ カ ト ッ デ ､ ヌ ス ッ
デ ヌ ス ッ デ. ワ ガ エ ノ キク エ ン - マ ン シ ャ -
ワ ニ カ ソ ン カ ラ ヌ ス マ レタ ッ テ ィ ー .
キク エ バ - サ ン ヨ ワ ノ ー
､ ワ ガ ユ ノ パ ー サ ン
ドア デ､ シ ー シ ー ヨ メイ リ ョ サ セ タ ラ ッ テ ィ ー
ジ ャ ｡ ソ ガ ン ス ト､ コ ッ チ ､ ア ダ ニ ノ ー ､ オ チサ
ンガ ア ロ デ､ ナ ヌ カ カカ ラ ラ ー ッ テ ヤ ､ ソノ ､
カ ツ ッデ ク ロ ニ ､ バ ン ヨ シ テ｡
バ ン ヨ シ ー シ ー
o
シ ョ ン ベ ン ヨ シ テ ア ロ ト コ ロ イカ ､ ハ ラ､ ナ
ヌ ､ イ ッ シ ュ ー カ ン メ カ プ ッ カ ツ ッ デ キクラ ッ
T イ ‾ ● ● ● .
ワガ ン - マ ン シ ャ - ヨ ワ ノ ､ イク夕 ビ カ ト ッ
ダカ ダラ ッ テ ィ ー o コ ド モ ノ ア リナガラ ニ ､ ワカ
レ ト ッ テ ィ ー ワ ノ ー カ トキ ､ ワカ レ ト ッ テ ィ ア
カ トキ､ サ ン カイクリ ア カ トガラ ッ テ ィ ー ･ - .
そんなふ うに して ､ 女はサ トイ モ 汁だか ､ サ ツ マ イ モ
汁だか､ ム ギ雑炊だかを食べ たんだよ｡
嫁入りの しきたり
むかしは嫁入りをね ､ するとき に は､ むか しは､ い ま
はあんなふ うに きれい に な っ て 嫁入りをするけ ど､ こ
の､ 前掛けをかけて ､ 粗末な着物を着て ､ そ んなふ う
に して ､ たすきを掛 けて 嫁入りをして 出たよ ｡ それか
らね､ おおむかしは､ 私が小さい ときに は､ タ ン ス ､
長持ちをも っ て ､ そん なふ うに して か つ い で 嫁入りを
したん だけど, もう ､ 私が嫁入りをす る時分に は､ そ
の ､ タ ン ス ､ 長持ちはなか っ たよね｡ 私 は､ オ ゲ ン兄
どのの を見た っ きり､ 見たこ とがなか っ たよ｡ タ ン ス
長持ちをか つ い だの を｡
むかしね､ * * * *の とこ ろ へ ナ カ ね えさ んを つ れて
いくときも､ タ ン ス ､ 長持ちで か つ い だん だよ｡
それよりはかに はない んだよ｡ タ ン ス長持ちは､ もう｡
あの､ だれもタ ン ス ､ 長持ち をも つ ど ころかね ､ たす
きを掛けただ けで嫁入り をしたよ｡ お おむか しは､ そ
れから､ 布団の ､ 身幅布団の ひと つ ぐらい ｡ 布団をも
持 っ て はい きはしないしね ｡
だけど､ かわい い 人が い る と､ その ､ タ ン ス 長持ちを
か つ がない が､ その ､ 女をか つ い で い っ たんじ ゃ ない ｡
女をはね､ か つ いで か つ い で ､ 盗んで 盗んで ｡ うちの
キク エ 母さん なんか は2 カ村から盗ま れたそうだよ｡
キク エ ばあさんをはね､ うちの ばあさん で ､ 末吉 へ 嫁
入りをさせたそうだよね｡ そうする と､ こ っ ち､ なに
しろね､ おじさんがいるので ､ 七日かか っ たそうだよ ､
その､ か つ いでくるのに ､ 番をして ｡
番をしながら｡
小便をして いるところ へ ､ もう､ なな､ 一 週間目か ､
か っ いできたそうだ ･ ･ ･ ｡
私の母さんなんかをはね､ 何回か つ い だ かだそうだよ｡
子どもがありながら､ 別れて はま たか つ ぎ､ 別れて は
か っ ぎ､ 3固くらいか っ い だそうだよ｡
(42)dia cikll dia cikjaで ､ 大事イか ら｡
(43) miada ri: (m a eda r e- w o｡ マ エ ダ レ ｡
(鶴)ogeNa ni:doNn ogo wa (og
･
eNa ni:- do n o- n o-
ga
- W oo
(45)kotoN (koto n oで ､ ノ主格｡
(46)katogow ajo (katoga r o w o(katogi- a r o w o｡
(47) aqci (a risi｡ キ過去形の 連体形 が感動詞化
したもの ｡ aqcitoki はア ノ トキ｡
(48)iqs obe:ha cido n oga r a名前未詳｡ - 平八殿か｡
(49)n aka aN do : (n aka -a n e- do n o- w oで ､ 年上
ノ次女ヲ ｡ n aka は次女｡ njoko n aka te90 ku s u
と つ づく｡
(50)te c ugurja ヒ ト ツ の語頭音の 脱落o ほかに ､
to riヒ トリ､ to sdaku ヒ トサ ク (8尺)0
(51)ikaraNn o : zja - n o :は推量 ラ ム の東国方言
形ナ ム の連体形 ｡
(52)si: si: (si: sic(s u ejo si- e
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しず子:kaigu r a n okako a m o(53)katogo a hitodaqti:
zJa n O, ta r u S a m aga .
なぎ :katoga r o a zja . a m a･ L･ ･ m O katogarara . s o e-
ka r a uno, m ada da ri: m okatogo a zja .
しず子 :ko n ogo rode w a, o rie, o rie s aNjo m okatogoa -
n l.
文司 : o : ziニda rチ, ka c ugoa sitow a ･ ka c uicis aNga
e n ooJa Zlgar a m Oka c uga r aqte:.
しず子 : a:, ta m a e oba s aN.
文司 :ta m a e oba s aNjo m o.
しず子 :ka c ugo ada r a. c uqte nigete n o.
な ぎ : uno, ki:ciga e n o o rie m o.
しず子 : o rie.
な ぎ : o rie: mo , o rie: m okatogo a ni.
文司 : s adaicio cis aNga .
な ぎ : s adaiciga ede m okatogo a ni.
ベ ん ‥(うた)m uka sin a zi mito be n ega r a
.
z?m e w ajo :I
ir o w a s a m ete m o kiw a n uke n uJo ュ.
しず子 :haha, m ada ir okega a rigen a:(54),ko n o, ba :
s aNw a.
なぎ : m uka sin o sim a n osito w a, w aga .
ベ ん :Ja m ade m uka siw a n o :, u n o, ha r uJa m apu Si-
baqkariko a uto aNn e: n o ∴
な ぎ : uto a r o ni, hoika r a, o n okogo w a s a, m aNzi-
buN, u simi:jaqte,ja m ade u sim e o o:kin aN､
site m oqti: ctln O C ukjo c uka s ete, boNni, s o-
gaNsite, iqto : nito :jo to r o a z)a, m uka siw a.
s ogaN do aNte, otoko m o oNn a m oja m ahata -
r akibaqka rij
'
a roa zja.
(うた)
な ぎ : m uka siw a s a, koko n o miciw a, m adejaqto -
daqta :r u :, oqka n ake, uk un o, ha m a z lga S a-
ka m o kogu aN, ja re】ar e lqtOqti:, ko ahu ni
or e:taNn e:ja(55), ha m a ziga s aka w a un o,
koqcin o
.
micide
,
kogu aNsite, w eN do a(56),
ko n ogu r)a :gu rJa :, micika r a agete, hu n e:
o r e:to a zja . hoika ra an o, koko n o, ko w aba -
ta no w eN dade c ukuqte, hoika :, m uk5a :z ato -
de c ukuqte mo o r e:to azja. hoika r a n o :, mi-
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カイ ダラ ノ カ コ ア モ カ ト ゴ ア ヒ ト ダ ッ テ ィ ー
ジ ャ ノ ､ タ ル サ マ ガ｡
カ トガ ロ ア ジ ャ o ア マ - ･ モ カ ト ガラ ラ
｡ ソ エ
カ ラ ウノ ､ マ ダ ダリ - モ カ トゴ ア ジ ャ ｡
コ ノ ゴ ロ デ ワ ヽ オ リ エ ヽ オリ エ サ ン ヨ モ カ ト ゴ ァ
‾ ‾ ‾
o
オ ー ジ ー ダラ､ カ ツ ゴ ア
エ ノ オヤ ジ ガラ モ
シ ト ワ｡ カ ツイ チサ ンガ
カ ツ ガラ ッ テ - .
ア ー
､ ク マ エ オ バ サ ン.
ク マ エ オ バ サ ン ヨ モ ｡
カ ツ ゴア ダラ｡ ツ ッ テ ニ ゲテ ノ｡
ウノ ､ キ ー チガ ェ ノ オリ エ モ ｡
オリ エ ｡
オリ エ ー モ ､ オリ エ ー モ カト ゴア ニ ｡
サ ダイチ オチサ ンガ｡
サ ダイチ ガ ェ デ モ カ トゴ ア ニ ｡
(うた) ム カ シ ナジ ミ ト
イ ロ ワ サメ テ モ キワ
ハ ハ
､
マ ダ イ ロ ケガ
ン ワ ｡
ベ ネ ガラ ゾメ ワ ヨ -
､
ヌ ケ ヌ ヨイ｡
アリゲナ ー ､ コ ノ バ ー サ
ム カ シ ノ シ マ ノ シ ト ワ ､ ワガ｡
ヤ マ デ ム カ シ ワ ノ ー ､ ウ ノ ､ ハ ル ヤ マ プ シ バ ッ
カリ コ ア ウ ト ア ンネ - ノ ー ｡
ウ ト ア ロ エ
､
ホイカ ラ､ オノ コ ゴ ヮ サ ､ マ ンジプ
ン
､ ウ シ ミ - ヤ ッ テ ､ ヤ マ デ ウ シメ オ オ ー キ
ナ ン シ テ モ ッ テ ィ･ - ツ ノ ツ キ ョ ツ カ セ テ､
ボ ン ニ ､ ソ ガ ン シ テ ､ イ ッ ト ー ニ ト ー ヨ ト ロ ア
ジ ャ､ ム カ シ ワ｡ ソ ガ ン ド ア ン チ､ オト コ モ オ ン
ナ モ ヤ マ ハ タラキ パ ッ カリ ヤロ ア ジ ャ ｡
(うた)
ム カ シ ワ サ､ コ コ ノ ミ チ ワ､ マ デ ヤ ッ トダッ
タ ー ル - . オ ッ カナケ､ ウク ノ ､ ハ マ ジガサカ モ
コ グ ァ ン ､ ヤ レ ヤ レ イ ッ ト ッ テ ィ ー ､ コ ァ フ ニ
(コ ガ ン フ - ニ) オ レ ー ク ンネ - ヤ､ ハ マ ジガサカ
ワ ウノ ､ コ ッ チ ノ ミチ デ､ コ グ ァ ン シ テ ､ ウ エ
ン ド ア､ コ ノ ダリ ャ - グリ ャ - ､ ミ チ カ,ラ アゲテ､
フネ - オ レ ー ト ア ジ ャ. ホイカラ アノ ､ コ コ ノ､
コ ワ バ タノ ウ ェ ン ダデ ック ッ テ ､ ホイ カ - ､ ム
キ ャ - ザ トデ ッ ク ッ テ モ オ レ ー ト ア ジ ャ ｡ ホイ
カイ ダラの カ コ - もか っ い だ人だそうだよね ､ タ ル さ
まが ｡
か つ い だよ｡ ｡ ｡ ｡ もか つ い だ よ｡ それか らあの ､ ま
だだれをもか つ い だじ ゃ な い ｡
こ の ごろで は､ オリ エ ､ オリ エ さん もか っ い だし｡
大勢だよ､ か つ い だ人 は｡ カ ツイ チ さん の家の おや じ
の にもか っ いだそうだ｡
ああ､ タ マ エ おばさん ｡
タ マ エ おばさんをも｡
か つ い だんだよ｡ つ れて にげて ね｡
あの ､ キイチ の家の オリ エ も｡
オリ エ ｡
オリ エ をも､ オリ エ をもか つ いだ し｡
サ ダイチ おじさんの ｡
サ ダイチ の家で もか つ いだ し｡
(うた) むかしな じみと紅殻染め は ヨ - ､ 色 はさめて
も気は抜けぬ ヨ イ｡
はは､ まだ色気があるようだ､ こ の ばあさん は｡
むかしの島の人は､ 私が｡
ヤ マ でむかしはね､ あの ､ 春山節ばかり歌 っ たよね｡
歌 っ たし､ それか ら､ 男 はね､ い ま時分､ 牛を つ れて
い っ て ､ ヤ マ で牛を大きく して持 っ て い っ て ､ 角突き
を突かせて ､ 盆に､ そんなふうにして ､ 1等2等をと っ
たじ ゃない ､ むか しは｡ そ んなだか ら､ 男も女もヤ マ
仕事ばかりや っ たよね｡
(うた)
むかしはね､ こ この道は､ (い いなおし)までや っ とだ っ
ただろう｡ たい へ んな､ あそこ の ､ ハ マ ジガサ 力 もこ
んなふうに､ や っ とで 行 っ て ､ こん なふうに して おろ
したら､ ハ マ ジガサカ はあの ､ こ っ ちの道で ､ こん な
ふうに して ､ 上を､ こ の ぐらい ､ 遥か らあげて ､ 船を
おろしたじゃ ない｡ それからあの ､ こ この ､ 川端の上
で つ く っ て ､ それか ら､ 向里で つ く っ て もお ろしたよ
ね｡ それからね､ 道は､ みんなが もうお話しなさ っ た
ろうけど､ 三根とか大賀郷 へ 行くに は､ あな た､ わ ら
(53)kako a (kakか W Oで ､ 士族の 家 の母親 (主
婦) か ｡ 父 はtoto :(toto - w o､ 兄 は a si: (a s e_ w o
な ど｡
(54)a rige n a : (a rige n a r a(arigena r o w a(a ri-
ge - ni- a r o w a
(55)ore:taNn e:ja (o r o sita r u- m a r e-ja｡ 既定条
件形で ､ 未完了slユn e:ja ･ . 完了 sitaNn e:ja の対立を
もつ ｡
(56)w eNdo a (w eN da⊥ w o
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ciwA, miNn aga ha r aha n a slja rim o sitaNn o :
ga, mic un eda(57) o :kago :ijukoniw a, o mja :,
w a r a z o :rjo kuqdeiciN - a s uikoga r ateqte-
w a
,
u n o, oja n o zjO : rjd kuqde keto a zja, w a-
r a z o : r]
'
o . w araz o : r]o knqde keqto, s o ri:
1qS Oku haqte iqte, hu mikiqte kito azJa ･ S Oi-
ka r a, kaNn oNs amja :teqte, dokuga - zJu ･ ･ ･
s I C lga C u n OtO :ka n]a, iqte, nis okn z o :rJO
m oqte iqte, boika, m odo rin aga r a ni ha r 乱
hu mikiqte kito a z]a . s ogaN oqka n ake mici-
da r o a zja, ko n o miciw a .
しず子 :de, knni: de r ohitoNsja :jo w a u sim eN n o s et ,
beNto :jo m oqte, s ogaNn aqteko ajaqde(58),
miNn a
,
iko adaNn e a n o :. s I C IZ]u :niNm o ha -
cI Z3u : niNm o, z o r o z o r ozo r ozoroto,iciNciga -
karideiqte, s okode hju :r o a(59)kaqde.
な ぎ : u n o, kaNn oNs a m aNsja :in obu r o niw a, huta -
c u zjo : rjo m ota z u njada, 廊 a raz o : rjo . u n o,
hutacu m oqteko ai kn Nn e a. s oika r a, hu zis a-
miaiko nim o, n a n a c uN n aro m ade niw a, oto -
ko n okodo ato
,
n a n a c u n otokinio lmzis a mja:,
u n o, ogaqde iqte, s oika r a siciniNni z o : rjo
kete, miNn a, ir oNn a n om o: kete, c uqteika -
s ete oJu W a l〕O Site.
(sim akotobade - )
しず子: mimiga kiki:r uto w a n o, zjuNs uin a sim ako -
tobade s o w agoda r edo :(00).
文司 ‥jo mpirjo.site s a, no :, o miga hata r ako a ha
-
n a SJO $1Ja r e･
ベ ん :bata r a･ -
文司 : N:, ku r u sika r o a(61) ba n a sidan o, r akudo a
hana sida n o, u n o.
ベ ん : w a rJa n O∴セ
文司 : o 2;i: s aNto.
しず子 : adaNn aqte bu :buN n a r a r o :te(62).
ベ ん : 1qS eNm o n o :, n aqke toko ri: dete, e, koido-
do a n ojokodoa n l Z]u :gO eN de kaqte, s oika-
ra, i: w a sju :to oJa n Otatete kete, s o n o, Ato :
w a n o :
,
a, hutatoko r o mitokoro : kaqte,
n eNpukiN de, ka sit･ate n o sito n ogo a(63).
文司 : kno w a(64)I tokia u r e sikaq七a r o :?
べ ん : e:?
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カ ラ ノ ー ､ ミ チ ワ ､ ミ ン ナ ガ ハ ラ ハ ナ シ ヤリ
モ シタ ン ノ ー ガ､ ミ ツ ネダ オ ー カ ゴ ー イ エ コ
ニ ワ ､ オ ミ ヤ ー ､ ワラゾ ー リ ョ ク ッ デ イテ ン ･ ･ ･
ア ス イ コ ガラテ ッ テ ワ ､ ウ ノ ､ オ ヤ ノ ジ ョ ー
リ ョ ク ッ デ ケト ア ジ ャ ､ ワ ラゾ - リ ョ . ワ ラゾ -
リ ョ ク ッ デ ケ ッ ト､ ソ リ - イ ッ ソク ハ ッ チ
イ ッ テ､ フ ミキ ッ テ キ トア ジ ャ ｡ ソ イカ ラ､ カ
ン ノ ン サ ミ ャ - テ ッ テ､ ドクガ ･ ･ ジ ュ ･ ｡ シ テガ
ツ ノ ト - カ ニ ヤ ､ イ ッ テ ､ ニ ソ ク ゾ - リ ョ モ ッ
テ ィ ッ テ､ ホイ カ ､ モ ドリナガラ ニ ハ ラ フ ミ
キ ッ テ キト ア ジ ャ ｡ ソ ガ ン オ ッ カナケ ミチダ
ロ ア ジ ャ ､ コ ノ ミ チ ワ ｡
デ､ ク エ - デ ロ ヒ ト ン シ ャ - ヨ ワ ウ シ メ ン
ノ セ テ ､ ベ ン ト
- ヨ モ ッ テ ､ ソ ガ ン ナ ッ テ コ ァ
ヤ ッ デ､ ミ ン ナ ､ イ コ ア ダ ンネ ア ノ ー o シ チ ジ ュ ー
ニ ン モ ハ チ ジ ュ - ニ ン モ ､ ゾ ロ ゾロ ゾ ロ ゾ ロ ト､
イチ ンチ ガカリデイ ツ テ ､ ソ コ デ ヒ ュ - ロ ア カ ッ
デ｡
ウ ノ ､ カ ン ノ ン サ マ ン シ ャ - イ ノ ブ ロ ニ ワ ､ フ ク
ツ ジ ョ ー リ ョ モ 夕ズ ニ ヤ ダ､ ワ ラ ゾ ー リ ョ . ウ
ノ ､ フ 夕 ツ モ ッ テ コ ア イ カ ンネ ァ ｡ ソ イ カラ ､
フ ジサ ミア イ コ ニ モ ､ ナ ナ ツ ン ナ ロ マ デ ニ ワ ､
オ ト コ ノ コ ドァ ト､ ナ ナ ツノ トキ ニ オフジサミ ャ - ､
ウノ ､ オガ ッ デ イ ツ テ ､ ソイ カラ シ チ エ ン ニ
ゾ ー リ ョ ケテ ､ ミ ンナ､ イ ロ ン ナ モ ノ - ケ テ､
ツ ッ テ イカ セ テ オ ユ ワイ ヨ シ テ｡
(シ マ コ ト バ デ ･ ･ ･)
ミミガ キキ ー ル ト ワ ノ ､ ジ ュ ン ス イ ナ シ マ コ
ト バ デ ソワ ゴダレ ド - .
ヨ メイリ ョ シ テ サ ､ ノ ー ､■ オ ミガ ハ タ ラ コ ア
ハ ナ シ ョ シ ヤ レ｡
ハ タ ラ ･ ･ ･ ｡
ン ー
､ ク ル シ カ ロ ア ハ ナ シ ダノ ､ ラク ド ア .
ハ ナ
シ ダノ ､ ウ ノ｡
ワ リ ャ ノ ー .
オジ ー サ ン ト｡
ア ダンナ ッ テ フ - フ ン ナラ ロ ー テ ｡
イ ッ セ ン モ ノ - ､ ナ ッ ケ ト コ .I) - デ テ ､ エ ､
コ イ ドドアノ ヨ コ ド ア ニ ジ ュ ー ゴ エ ン デ カ ッ
テ､ ソイカラ､ イ - ワ シ ュ ′･ - ト オヤノ 夕テテ
ケテ ､ ソ ノ､ ア ト - ワ ノ ー ､ ア､ フ 夕ト コ ロ ､ ミ
ト コ ロ ー カ ッ テ ､ ネ ン プキ ン デ､ カ シ タテノ. シ
トノ ゴア｡
カオワ トキア ウ レ シカ ッ タ ロ ー ?
エ ー ?
草履を組ん で - ･ あす行く分と い っ て は､ あの ､ 親
の草履を組んで や っ たじ ゃ な い ､ わ ら草履を｡ わら草
履を組んでやると､ それを1足はいて い っ て ､ ふみき っ
てきたじゃ ない ｡ それから､ 観音様 へ とい っ て､ 6月 -
･ 7月の10日に は､ い っ て ､ 2足草履をも っ て い っ て ､
それから､ 戻りながらもうふ みき っ て きたじ ゃ ない ｡
そんなにたい へ ん な道だ っ たよね､ こ の道は｡
で､ ク エ に いく人なんか をは牛に の せて ､ 弁当を持 っ
て ､ そん なふ うにして歩い て ､ みん な､ い っ たんだよ
ね. 70人も､ 80人も､ ぞろぞろぞろ ぞろと､
一 日がか
りで い っ て ､ そ こで お昼を食べて ｡
あの､ 観音様なん か へ の ぼる に は､ ふ た つ 草履を持た
なくちゃ だよ､ わら草履を｡ あの ､ ふ た つ も っ て い っ
たんだよ｡ それから､ 富士様 へ い く にも ､ 七 っ に なる
まで には､ 男の子だと､ 七 っ の時にお富士様 へ ､ あの ､
拝みに い っ て ､ それから7人に草履をや っ て ､ みんな ､
いろん なもの をや っ て ､ つ れて いかせ て お祝い をして ｡
( 島ことばで ｡)
耳が聞こえるとね ､ 純粋な島ことば で わい わ いやるん
だけど｡
嫁入りをしてね､ ね ､ あん たが はたら い た話を しなさ
い ｡
はたら ･ ･ ･ ｡
ええ､ 苦しか っ た話だの ､ 楽な話だの ､'あの ｡
私はね｡
おじいさんと｡
どん なふ うに して夫婦にな っT= つ て o
1銭もね､ ない とこ ろ へ 行 っ て ､ コ イ ド ド ア の横田を
25円で買 っ て ､ それから､ 家をは男親が建て てくれて ､
その ､ あとをはね､ 2カ所､ 3カ所を買 っ て ､ 年賦金
で ､ 樫立の人のを｡
買 っ たときはうれしか っ たろう?
え?
(57) mic uneda - da披 - niと ともに並立 の 助辞 .
_dan oの短縮形か o
(58)jaqde (aju mite
(59)bju :r o a兵棲 ヲか ら｡
(60) s ow agoda r edo : (s a w ago - ni-te - are -do -
m O
(61)ku r u sika r o a (ku r u sika r a r o(ku r u siku -
a r:卜a r °
(62)n a r a r o :te (na ri- a r上- a r °(te)
(63)sito n ogo a (sito - no -ga - w oで ､ n o - 連体
格助静､ ga - 名詞化助砕､･w o - 対格助静｡
(64)ka o w a (ka w a r o(kai- a r °
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文司 :ka o w atokia u r e sikaqta r o :?
ベ ん :taka z o : s eNsi:go a n o :, bo r o a z o w a ni, s oika -
r a tlku n o
,
a ni:tejo, tて)nO S ukuni.
しず子 :to :ge n o s o a ni.
J< ^ : tO :ge n O S O aN mitokor o :kaqte, z]u :n eNn o
neNpukiN de. s oika r a z]u : n eNm e niw a, icin e-
N ka, ko s akukiNjo m a r u m a rLu m u r aqte,
o m ain oko c uke a si:teq七e, s ogo aNsite.
しず子 : s o n o sir u : w a(防) adaNsite baro a r o a?
ベ ん :he:?
しず子: : sir u : w a ad Nsite ha roa r oa?taNgo : oqte,
o riciNjo m u raqtete.
ベ ん :ba r n : site
,
s oika r a
, s orュ: taNgoN site, s o rュ:
uqte, s ori: m oqteiqte ha r o a r udo a zJa .
しず子 :iqtaN go eNgu riade?
な ぎ :go eNzja n aqkja . s aNeNgu riadeka aNn ea.
ベ ん : s oide m uka siw a n o :
,
u n o
,
u ogateqte, buto -
ado a zja, miNn a. buqte, he:kよr a, s o ri: w a-
naN site, m ekataN kakete, s ogo aNsiteka r a,
s o n o
,
m ekataN kakezu niw a, ito :, u ri: siN-
Ejarara(66). s oika raito : c u m oqde, s ogo aN-
site, taNgoN site s o m eJa eiqte.
なぎ : m uka siw ako n a s a m o aja sin o:to w 且, itoN si-
qte,icibaN saki: neNgu :biqtoqti:, s oika r a
s o n o ato w a, siqte cu m uqde.
ベ ん : s o n o, o : m uka siw a n o, n eNgu n o nukuteqte,
zjo :hir ateqte, zjo :bir a n ojado n o aqte, s oi-
ka ra s okoi, ito n oikll m ON m e, soika r a, s o-
r eg
L
a, ito:iknm oN m e ･ ･ ･
な ぎ :iqsjakugar a s aNm oNm eda r a ∴
ベ ん :iku m oNm edeiku sjakuga r ateqte n o :, sogo a-
Nsite.
な ぎ : waga o r a r a, s o r e.
ベ ん : s o r e ni w ar a s o n o, m e aJO n O, hin eqte, s oga -
Nsitejos ete, sita r u :, s o ri: -
なぎ :iqsjakuga ra saN m oN m e -
しず子 : 2ja, m aNn o z e :kiNn o.
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カオ ワ トキ ァ ウ レ シ カ ッ タ ロ ー ?
タカゾ - セ ン シ ー ゴ ア ノ ー ヽ ボ ロ ア ゾヮ こ ､ ソイ
カ ラ ウクノ､ ア ニ ー テ ヨ ､ トノ ス ク ニ ｡
ト - ゲノ ソ ア ニ .
ト - ゲ ノ ソ ァ ン ミ ト コ ロ ー カ ッ テ ､ ジ ュ ー ネ ン
ノ ネ ンプキ ンデ. ソイ カ ラ ジ ュ ー ネ ン メ ニ ワ､
イ チネ ンカ､ コ サ ク キ ン ヨ マ ル マ ル ム ラ ッ テ
､
オ マイノ コ ツ ケ ア シ ー チ ッ テ ヽ ソ ゴ ァ ン シ テo
ソ ノ シ ル ー ワ ァ ダ ン シ テ ハ ロ ア ロ ア ?
へ - ?
シ ル ー ワ ァ ダ ン シ テ ハ ロ ア ロ ア ? タン ゴ -
オ ッ テ ､ オリチ ン ヨ ム ラ ッ テ テ｡
ハ ル ー シ テ ､ ソ イカ ラ､ ソリ ー タ ン ゴ ン シ テ､
ソリ ー ウ ッ テ ､ ソ リ ー モ ッ テ ィ ッ テ ハ ロ ア
ル ドア ジ ャ ｡
イ ッ タ ン ゴ ユ ン グリア デ?
ゴ ェ ン ジ ャ ナ ッ キ ャ ｡ サ ン エ ン ダリ ア デ カ ア ン
ネ ァ ｡
ソイ デ ム カ シ ワ ノ ー ､ ウ ノ ､ ウ オ ガチ ッ テ､ プ
ト ア ドア ジ ャ ､ ミ ン ナ . プ ッ チ､ へ - カ ラ ､ ソ リ ー
ワ ナ ン シ テ ､ メ カタ ン カ ケテ ､ ソ ゴ ァ ン シ テ
カラ､ ソ ノ､ メ カタ ン カケズ ニ ワ､ イ ト - ､ ケリ ー
シ ン ジ ャ ラ ラ. ソ イカ ラ イ ト - ツ モ ッ デ､ ソ
ゴ ァ ン シ テ､ タ ン ゴ ン シ テ ソ メ ヤ エ イ ッ テ｡
ム カ シ ワ コ ナ サ モ ア ヤ シ ノ ー ト ワ､ イ ト ン シ ッ
テ､ イ チ バ ン サキ ー ネ ング ー ヒ ッ ト ッ テ ィ ー ､
ソ イ カラ ソ ノ ア トワ ､ シ ッ チ ッ ム ッ デ｡
ソ ノ
､ オ ー ム カ シ ワ ノ ､ ネ ン グ ノ ヌ ク テ ッ テ ､
ジ ョ ー ヒ ラ テ ッ テ､ ジ ョ ー ヒ ラノ ヤ ドノ ア ッ テ､
ソイカラ ソ コ イ､ イ ドノ イクモ ンメ ､ ソイ カラ､
ソ レ ガ､ イ ト - イク モ ンメ - ･ . ,
イ ッ シ ャ クガラ サ ン モ ン メ ダラ ー ｡
イク モ ン メデ イクシ ャクガラチ ッ チ ノ ー ､ ソ ゴァ
ン シ テ｡
ワ ガ オララ､ ソ レ｡
ソ レ ニ ワ ラ ソ ノ ､ メ ア ヨ ノ ､ ヒネ ッ テ､ ソガ
ン シ テ ヨ セ テ､ シタ ル ー ､ ソ リ ー ･ ･ ･ ｡
イ ッ シ ャクガラ サ ン モ ン メ ･ ･ ･ ｡･､
ジ ャ ､ マ ンノ ゼ - キ ン ノ o
買 っ たときはうれしか っ たろう?
タカ ゾウ先生の をね､ 洞輪沢に ､ それか らあそ こ の ､
なん て い う､ ト ノ ス クに｡
峠の沢に ｡
峠の沢に3カ所を買 っ て ､ 10年の年賦金で ｡ それから
10年目に は､ 1年か､ 小作金をまるまるもら っ て ､ お
まえの小遣いに しろとい っ て ､ そん なふ うにして ｡
その代金はどうや っ て 払 っ たの?
え?
代金はどうや っ て払 っ たの ? タン ゴ を織 っ て ､ 織り
賃をもら っ て ､ つ て ｡
養蚕をして ､ そ れか ら､ それをタ ン ゴ に して ､ それを
売 っ て ､ それをも っ て い っ て はら っ たんだよね｡
1反5円ぐらいで ?
5円じゃ ない よ｡ 3円ぐらい だよ｡
それで むかしはね､ あ の ､ オ ウ ガ (糸をまく枠) とい っ
て ､ (それで) ぶ っ た (糸をまい た) ん だよね､ みん な｡
ぶ っ て ､ そ れから､ それ を輪に して ､ 目方に か けて ､
そんなふ うにして から､ その ､ 目方に か けずに は､ 糸
を､ あれをしなか っ たよ ｡ それか ら糸を紡い で ､ そ う
して､ タ ン ゴに して ､ タ ン ゴにして染め屋 へ い っ て｡
むかしはカイ コ を飼うと ､ 糸に引い て ､ いち ばんさ き
に年貢をと っ て ､ そ れからその あとは､ 引 い て紡い で ｡
その ､ おおむかしはね ､ 年貢の槙糸とい っ て ､ 上平と
い っ て ､ 上平の宿が あ っ て､ それか らそ こ へ ､ 糸が何
匁､ それか ら､ それが､ 糸を何匁 - ･ ｡
1尺分3匁だよ｡
何匁で何尺分とい っ てね､ そんなふ うに して ｡
私が織 っ たよ､ それ｡
それに私はその ､ 繭をね ､ 指で つ む い で ､ そんなふう
にして集めて したの を､ それを ･ - 0
1尺分3匁 ･ ･ ･ ｡
じゃ ､ いまの税金ね｡
(65)siru : w a (sir o- w o- w aで ､ 代ヲ - 0
(66) siNzja r a r a (si- ni- si- a ri- a r °- w aで ､ ni_ si
は否定の ズ成立以前 の かたち｡
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な ぎ :N:. z e :kiNn o no, s ori: oqte, zjo :hir a ni oqte,
s oika r a n eNgnN oqte, s ogaNsite, s o ri: w a
W aga O r a r a,
hir ate ]o w a
siqka ri site,
ke:hi. hoika :
miNn a . oqte, uno , s o n o, ZJO :
ci:todda ni, o sikaio rite コO W a
son o, o sikaio riw a jakuba n o
s oqo , z]o :n o : o rlg
■
a oka mi:
osa mero 丘a n e. s o r e abjaku sjo :ka r aitode
to r o ada r a, n eNguN. m aNn o z e:kiNn a wa ri-
ni･ toqte, s o ri: w a r e w a ri: ta n oqde c u m oga -
s ete
,
he :ka r a
,
s o ri: o r a s ete . w a r e w a rew a
ko: oqtoqtl: O r a r a]0, S O ri:. iku n eN ka .
s o ri, miNn o : m eNn a ni oriNnakoga, m a,
nakanogo :de m o zJu :niN ka z]u :go niNgu ria
a r aNn o : v a
,
s o ri: o r ositoga .
ベ ん :jadoteqte n o :,jado n o a r o ado a zJa .
な ぎ ‥ s oika r a zjo :hira n ogaァa,jado n占 a r o ajo(67),
jado zja o r a z u ni, ada n l, O r O :ho :do a hito m o
a r oN
,
o r o :ho : n aqke bito m o a r oN do aNte,
jakubade ta n oqdeko : o r a s etaNn e a. s aqdaN,
z]
'
o :hir aga s aqdaN, s aqdaNga iqkeN(68).
he:ka r a, o sika e o riw aノgotaN. s ogaNsite
oqte, s o ri: miNn a w a r e w a r ega oqte, n e-
Ngu : osa meto ado a z)a . ko : sJOqtOqtl: O r a r a
JO, S O ri:. ika r a, n eNgu : siqte, ha r a n o, ito-
de toqte k uni: o s a m e r ot kinja, N, tabaN
taban ete, iqto :, nito :jo c uketQ. W a r e m O n a-
ka n ogo :de r oqkeN, iqto :N n a r o a u ci: hja :
qte n o, w ago a mo(69)to r a r o ag . u n o, s oga -
Nsite iqto :, nito :jo c ukete, cjaNto, ko r e w a
icibaN
,
ko r e w a nibaNte. suto m odo s o sito -
w a n aq
-
m odo siw a siNn akodo a z]a, adaN.
iku r abetade m o. adaN
,
s o n obito no teku s e-
de - do aNte
,
hidokujakllba m o oqka n aka -
r o ada ∴
な ぎ : w a r eNsja : w a ada ni, s aNn aN de m o mida si-
gu r a sido aNte, ojaka r a m u ro a z uN ku r u :
site, kodo m o :, go niNn okodo m o s odateto a -
doa z]a ･ da redo:, m ania m a r uqde n aqkedo a-
g年, u n o, hutarisika n akute, m a nJa, m aru -
bo ado aga, s o rュ: oNn ago n otede ku r u siqde.
otoko m ohata r ako hito w ahatar akoga, ha -
ta r aki
,
w aga eNsja :de w a,jo : c u ri(70)de r o-
w a, de r o w ateqte, c u rero tokim o a ri, c u r eN-
n o :tokim o a ri. c u r otokinja koq gaN do aJO
gokaN m o ziqkaN m o c uqte ku r oda :. ka r a,
c u riNn a :七okinja buta c ukim o m oqte kiNn a-
kodara . s ogaNsite oNn ago w a, m uka sin oJu :,
o n okogo w ahidoku k ur u sim eto ada r a, oN-
n agO : W a.
文司 : m aNm o oNn a sideka aNnja :.
なぎ : m a niw ado a ni, m uka sin o oNn ago wa hidoku
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ン ー
｡
ゼ - キ ン ノ ノ ､ ソリ ー オ ッ テ､ ジ ョ ー ヒ
ラ ニ オ ッ テ ､ ソイ カ ラ ネ ン グン オ ッ テ､ ソ ガ
ン シ テ ､ ソリ ー ワ ワ ガ オララ→ ミ ン ナ o オ ッ テ､
ウ ノ､ ソ ノ ､ ジ ョ ー ヒ ラ テ ヨ ワ チ - ト ド ア ニ
､
オ シ カイオリテ ヨ ワ シ ッ カリ シ テ ､ ソ ノ ､ オ
シ カイ オリワ ヤク バ ノ ケ - ヒ. ホイカ - ソ ノ
､
ジ ョ ー ノ ー オ リガ オカ ミ - オ サ メ ロ カネ｡ ソ
レ ァ ヒ ャク シ ョ ー カ ラ イ トデ ト ロ ァ ダラ､ ネ
ング ン｡ マ ン ノ ゼ - キ ン ナ ワリ ニ ｡ ト ッ テ､ ソ
リ ー ワ レ ワ リ 一 夕 ノ ッ デ ツ モ ガ セ テ ､ へ - カ
ラ､ ソリ ー オ ラ セ テ｡ ワ レ ワ レ ワ コ ー オ ッ ト ッ
テ ィ ー オ ラ ラ ヨ ､ ソ リ ー ｡ イクネ ン カ. ソリ､
ミ
1
/ノ ー メ ン ナ ニ オリ ンナ .= ガ､ マ ､ ナ カ ノ ゴ ー
デ モ ジ ュ ー ニ ン カ ジ ュ ー ゴ ニ ン ダリ ア ア ラ ン
ノ ー ワ ､ ソ リ ー オ ロ シ トガ.
ヤ ドテ ッ チ ノ ー ､ ヤ ドノ ア ロ ア ド ア ジ ャ ｡
ソ イカ ラ ジ ョ ー ヒ ラ ノ ガ ワ ､ ヤ ド ノ ア ロ ア ヨ ､
ヤ ド ジ ャ オラ ズ ニ ､ ア ダ ニ ､ オ ロ ー ホ - ド ア ヒ
ト モ ア ロ ン､ オ ロ ー ホ - ナ ッ ケ ヒ ト モ ア ロ ン
ド ァ ン テ､ ヤ ク バ デ 夕ノ ･;デ コ - オラ セタ ンネ ァo
サ ッ ダ ン､ ジ ョ ー ヒ ラ ガ サ ッ ダ ン､ サ ッ ダ ン ガ
イ ッ ケ ン｡ へ - カ ラ ､ オ シ カ エ オリワ ゴタ ン｡ ソ
ガ ン シ テ オ ッ テ､ ソ リ ー ミ ン ナ ワ レ ワ レガ
オ ッ テ､ ネ ング ー オ サ メトア ドア ジ ャ ｡ コ - シ ョ ッ
ト ッ テ ィ ー オ ラ ラ ヨ ､ .)リ ー . イ カラ､ ネ ンダ ー
シ ッ テ ､ ハ ラ ノ ､ イ トデ ト ッ テ ク ニ ー オ
サ メ ロ トキ ニ ヤ､ ン､ 夕 バ ン ク バネテ､ イ ッ ト - ､
ニ ト ー ヨ ツ ケテ . ワ レ モ ナカ ノ ゴ ー デ ロ ッ ケ
ン
､ イ ッ ト ー ン ナ ロ ア ウチ ー ヒ ャ - ツ テ /､
ワ =
'
t
.
ァ モ ト ラ ロ ア ガ. ウ ノ ､ ソ ガン シ テ ィ ッ ト - ､
ニ ト ー ヨ ツ ケテ､ チ ャ ン ト､ コ レ ワ イ チ バ ン､
コ レ ワ ニ パ ン チ｡ ス ト モ ド ソ シ トワ ナ ッ ･ -
モ ドシ ワ シ ンナ コ ド ア ジ ャ ､ ア ダ ン ｡ イクラ
へ タデモ ｡ ア ダ ン､ ソ ノ ヒ ト ノ テク セ デ ･ ･ ･ ドァ
ン テ ､ ヒ ドク ヤク バ モ オ ッ カナカ ロ ア ダ ー ｡
ワ レ ン シ ャ - ワ ァ ダ ニ ､ サ ン ナ ンデ モ ミ ダシグ
ラ シ ド ア ン チ､ オヤカラ ム ロ ア ズ ン ク ル ー シ テ､
コ ドモ ー ､ ゴ ニ ン ノ コ ドモ ソ ダテ ト ア ドア ジ ャ｡
ダレ ド - ､ マ ニ ヤ マ ル ッ デ ナ ッ ケ ドア ガ､ ウ ノ､
フ クリシ カ ナクテ ､ マ ニ ヤ ､ マ ル ポ ア ドア ガ､ ソ
リ ー オ ンナゴノ テデ ク ル シ ッ デ. オ ト コ モ
ハ タラ コ ヒ トワ ハ タラ コ ガ､ ハ タ ラキ､ ワ ガ
エ ン シ ャ
ー デ ワ､ ヨ - ツ リ デ ロ ワ､ デ ロ ワ チ ッ テ､
ツ レ ロ トキ モ ア リ､ ツ レ ン ノ ー トキ モ アリ｡
ツ ロ トキ ニ ヤ コ ッ ガ ン ドア ヨ ､ ゴ カ ン モ ジ ッ
カ ン モ ツ ッ テ ク ロ ダ ー ｡ カ ラ ､ ツ リ ン ナ ー ト
キ ニ ヤ フタ ツ キ モ モ ッ テ キ ンナ コ ダラ ｡ ソガ
ン シテ オ ンナゴ ヮ ､ ム カ シ ノ ユ ー ､ オノ コ ゴワ
ヒ ドク クル シメ トア ダラ､ オ ンナゴ ー ワ.
マ ン モ オ ンナ シデカ ア ン ニ ヤ ー ｡
マ ニ ワ ドア ニ ､ ム カ シ ノ オ ン ナゴワ ヒ ドク
ええ｡ 税金の ね､ それを織 っ て ､ 上平 に織 っ て ､ それ
から年貢に織 っ て ､ そうして ､ それをは私が織 っ たよ､
みんな｡ 織 っ て ､ あの ､ その ､ 上平と いう の は少しだ
けど､ お控え織りとい うの はたく さんや っ て ､ その ､
お控え織りは役場の経費｡ それからそ の ､ 上納織りが
お上 へ 納める金｡ それは百姓から糸で と っ たん だよ､
年貢に｡ い まの税金として ｡ と っ て ､ それ をわれわれ
を頼んで紡がせて ､ それか ら､ それを織らせ て ｡ われ
われ は子を背負っ て織 っ たよ ､ それを ｡ 何年か｡ それ
を､ みん ながみんな､ 織 らな い けど､ ま ､ 中之郷で も
10人か15人ぐらい い たと思うよ､ それを織る人が｡
宿とい っ て ね､ 宿があ っ たん だよね｡
それから上平の は､ 宿があ っ たのを､ 宿で は織らずに ､
なにしろ､ 織れる人もい る し､ 織れ ない人もい る しだ
から､ 役場で頼んで 織らせ たん だよ｡ 3反 ､ 上平が3
反､ 3反が1 ケン ｡ それか ら､ お控え織り は5反｡ そ
うや っ て織 っ て ､ それを みん なわれ われが織 っ て ､ 年
貢を納めたんだよね｡ 子を背負 っ て織 っ たよ､ そ れを｡
それから､ 年貢(の糸)を引いて ､ もうね､ 糸で と っ て
ク ニ へ 納めるときには､ ん､ 束に束ねて ､ 1等､ 2等
を っ けて ｡ 私も中之郷で 6軒､ 1等に な っ た なか へ は
い っ てね､ 私のも､ と っ たけど｡ あ の ､ そうや っ て 1
等､ 2等を っ けて ､ ち ゃ ん と､ これ は1番 ､ これ は2
番 っ て ｡ そうする と､ 戻す人は ない ･ ･ ･ 戻しはしな
い ん だよね､ なにしろ｡ い くら悪く て も｡ なに しろ､
その人の手癖で ､ - ･ だから､ ひ どく役場もこわか っ
たんだよ｡
(67)a r o ajo (a r a r o w o(a ri- a r °- w o｡ 連体 - 名
詞形の対格｡
(68)iqkeN ケン とい う単位は未詳｡
(69) w ago a m o (w aga - w o- m o｡ 連体形の 名詞
用法｡
私なんか はなに しろ､ 三男で財産な しの暮 らしなもん (70)jo : c u ri (iw o- c urio
だから､ 親からもらわずに苦労 して ､ 子どもを､ 5人
の子ども育て たんだよね｡ だけ ど､ い ま は死んで い な
いんだけど､ あの､ 二人しかい なくて ､ いま は､ 死ん
だんだけど､ それを女の手で苦しんで ｡ 男も働く人は
働くけど､ 働き､ うちなんかで は､ 魚釣りに いく､ い
くとい っ て ､ 釣れるときもあり､ 釣れない ときもあり｡
釣るときに はこん なの を､ 5革も10革も釣 っ てくるん
だよ｡ それから､ 釣らない ときに はふ た月もも っ て こ
ないんだ よ｡ そうや っ て女 は､ むか しのね ､ 男はひ ど
く苦しめたんだよ､ 女をは｡
いまも同じだよ｡
いま はだけど､ むかしの女はひどく苦しんだんだよ｡
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ku r usim o ada r a.
しず子 : manim o o n okogo w a miNn a hlユju :ka z okude-
ka aNn e a :go :(71). oNn ago n oka kogaN kir -
ba :(72) site ba七a r aqte, ko c uke ato r u n e:.
な ぎ : aiNsja : w a n o :, kdn o, n eN ka r a n eNzju :ito si-
goto :sito ado aNte, neNka r a n eNzju : o rim o-
n o : oqta ri, s lgOtO : Sita ri. s ogaN do aNteiqs-
jo : m a c udeja s on o, orim oN de.
ベ ん : m uka siw a zibatateqte, m a nJa takahatado :
N
,
zibatade n o. miqka ni iqtaNcu c u o r u o m o-
N da r a.
な ぎ : w a rja - zju :iciNcide r okutaN, o r o akoton o
a r o w a
,
zibatade
,
zju :iciNciN.
ベ ん : zju :ha ciNcini dokutaN(73) oqte.
な ぎ : s ogaNn aqte. agago aN n o :,]
'
u r u n e 2 nN o r o a
hito m o n akaNn o : w a. a r ahjo :baNni n aqte.
zi: s aNga jakuzado aNte(74). adaN n o :,
ugaNjaku z ado ahito a n aka r aNn o : w a.
な ぎ : m uka sin o koto w aban a site m oba n a sikir n a-
koda r a.
文司 :ba n a sija re.
な ぎ :kona s am o a n o a,ja sin u :to w a, w aga w ajega
hetado a(75)jedo ado a zja. s okode kokode
lqpla JaSino :to, a m e no buruto kokoN kake-
z u njado ada r a. kokoN kake r uto w a, n ao n a o
to: aketoqte:, ka c u : c u ri: dete kite, sono,
ka c u･: n o ha n a cJO ko n o e:ga n o s aqkatade
jakodo a zja . - ･･ ko n a s a m o :kor o s ogani
jako zjo :teqte(76), s ogaN n a r °:ti: ku r u siqde
ku r u siqde, un o, ko : s]oqtoqti: ]a sin o ada r a
jo . N:ga(77) ojaga sjoqkja.
ベ ん : m aku s a n obiq go :(78) n uqte, m aku s a n obiq-
gode sogo a site koko :ka kogo a ni - , mia -
n oga r a w atakei kiqte bu :kiNjuqte(79) sdr
go aNsite.
なぎ : m aku s atejo m o n o w a m eqtaN n aqkeda r a.
takedeka kako ada r e, miNn a.
ベ ん : e:, m aku s a n obiq gode n o ∴
なぎ : m a niko atata midaNn e a, - m o sjoda r o a zja .
J<^ : m o s]o m oicim e :iku r a :teqte n o :.
- 148-
ル シ モ ア ダラ｡
マ ニ モ オノ コ ゴ ワ ミ ン ナ フ エ ー カ ゾク デカ
ア ンネ ァ ー ゴ ー . オ ン ナ ゴ ノ カ コ ガ ン キリ バ _
シ テ ハ タ ラ ッ テ､ コ ツ ケア ト ルネ - 0
ア イ ン シ ャ ー ワ ノ ー ､ コ ノ ､ ネ ン カ ラネ ン ジ ュ _
イ ト シ ゴト ー シ ト ア ドア ンチ､ ネ ン カラネンジ ュ ー
オ リ モ ノ ー オ ッ クリ､ シ ゴ ト ー シ タリ. ソ ガ
ン ド ア ン テ ィ ッ シ ョ ー マ ツ デ ヤ ソ ノ ､ オリ モ
ンデ｡
ム カ シ ワ ジ バ タテ ッ テ､ マ ニ ヤ タカ ハ タ ド ー ン
､
ジ バ タデ ノ｡ ミ ッ カ ニ イ ッ タ ン ツ ツ オ ル オ モ ン
ダラ｡
ワリ ャ - ｡ ジ ュ ー イ チ ン チ デ ロ クタ ン､ オ
ロ ア コ ト ノ ア ロ ワ ､ ジ バ タデ ､ ジ ュ ー イ テ ン
チ ン°
ジ ュ ー - チ ン チ ニ ドクタ ン オ ッ テ｡
ソ ガ ン ナ ッ テo ア ガゴ ァ ン ノ ー ､ ユ ル ネズ ン
オ ロ ア ヒ ト モ ナ カ ン ノ ー ワ . ア ラ ヒ ョ - バ ン
ニ ナ ッ テ｡ ジ ー サ ン ガ ヤクザ ドア ン テ ｡ ア ダン
ノ - ､ ウ ガ ン ヤクザド ア ヒ トア ナカラ ンノ ー ワ.
ム カ シ ノ コ ト ワ ハ ナ シ テ モ ハ ナ シ キリナ コ ダラ｡
ハ ナ シ ヤ レ｡
コ ナサ モ ア ノ ァ ､ ヤ シ ヌ ー ト ワ ､ ワガ ワ イ ェ ガ
へ タドア イ ェ ドア ドア ジ ャ｡ ソ コ デ コ コ デ イ ツ
ピア ヤ シ ノ - ト､ ア メ ノ フ ル ト コ コ ン カケズ
ニ ヤ ドア ダラo コ コ ン カケ ル ト ワ､ ナオナ オ ト ー
ア ケト ッ テ - ､ カ ツ - ツ リ ー デ テ キテ ､ ソ ノ､
カ ツ - ノ ハ ナ チ ョ コ ノ エ ー ガノ サ ッ カタデ
ヤ コ ドア ジ ャ ｡､
･ ･ ･ コ ナ サ モ ー コ ロ ソ ガ ニ ヤ
コ ジ ョ ー テ ッ テ､ ソ ガ ン ナ ロ ー テ ィ ー ク ル シ ッ デ
ク ル シ ッ デ､ ウ ノ ､ コ - シ ョ ッ ト ッ テ ィ ー ヤ シ
ノ ア ダラ ヨ ｡ ン ー ガ
ー
･オ ヤガ シ ョ ッ キ ャ｡
マ クサノ
ソ ゴア シテ
ワ タケイ
テ｡
ピ ッ ゴ ー ヌ ッ テ､ マ クサ ノ. ピ ッ ゴデ
コ コ ー カ コ ゴア ニ - ･ ､ ミ アノ ガラ
キ ッ テ フ - キ ン ユ ッ テ 二･ソ ゴ ァ ン シ
マクサテ ヨ モ ノ ワ メ ッ タ ン ナ ッ ケダラ｡ 夕ケ
デカ カ コ ア ダ レ､ ミ ンナ｡
エ ー
､
マ クサノ ピ ッ ゴデ ノ ー ｡
マ エ コ ア 夕タミダンネ ァ ､ ･ - モ シ ョ ダロ アジャ｡
モ シ ョ モ イチメ ー イクラ - テ ッ テ ノ ー .
いまも男はみん な扶養家族だよ｡ 女が こん な に切り葉
をして働い て ､ 小遣いをとるん だ｡
私なんか はね､ こ の ､ 年が ら年中糸仕事をしたもんだ
から､ 年がら年中織物を織 っ たり､ 仕事を したり o そ
んなふ うだか ら､ 一 生末代その ､ 織物で ｡
むかしは地機とい っ て ､ い ま は高槻だけど､ 地機で ね ｡
3 日に1反ずつ 織 っ たもんだよ｡
私は - ･ 11 日で 6反､ 織 っ たことがあるよ､ 地機で ､
11 日に｡
18 日に6反織 っ て ｡
そうや っ て ｡ 私の よう にね ､ 夜寝ずに織 っ た人も い な
い だろうよ｡ 私は評判に な っ て ｡ じ い さん が体の 弱い
人だから｡ なに しろ (また?)､ あん な に体の 弱い人は
い なか っ たと思うよ｡
むかしの こと は話して も話しきれない ん だよ｡
話しなさい よ｡
カイ コ をね､ 養うと､ 私の は家が貧しい 家なん だよねo
そ こで ここで い っ ぱい 養うと､ 雨が降る とこ こ にか け
なくち ゃならない ん だよ ｡ こ こ にか け ると､ なおさら
戸を開けて ､ カ ツオ釣り に い っ て きて ､ そ の ､ カ ツ オ
の ハ ラ モ をこの エ イ ガの ま えで 焼くんだよ｡ - ･ カ
イ コ を殺すように焼くんだとい っ て ､ そんなふ う に な
りなが ら苦しんで苦しんで ､ あの ､ 子を背負 っ て 養 っ
たんだよ｡ おまえの親が知 っ て いるよ｡
マ クサ の芯をぬ いて ､ マ クサ の芯で そんなふ う に して
ここを こんなふ うに ･ - ､ 繭の に は竹を切 っ て 帯に
結 っ て ､ そ･んなふ うにして ｡
マ クサとい うもの はめ っ たに ない んだよ｡ 竹で 掃い た
よ､ みんな｡
マ クサ の芯で ねo
いまで こそ畳だけど､ - ･ ム シ ロ だ っ たよねd
ム シ ロ も ー 枚いくらとい っ て ね.
(71)huju :ka z okudeka aNn e:go : - ka
～ n e :go :
は､ 中之郷で は - ko a - nja:goaとなる べ きと こ ろo
ko aとgo aは､ ka - w a､ ga - w aか ら の 変化 で ､
- w a
の つ か ないkaだけの ときはga にもー w aが つ かな い .
(72)kiriba : (kiriba- w o｡ キリ バ は出荷する園
芸作物 (フ ェ ニ ッ ク ス) の葉先を切 っ たり､ トゲを
落としたりする作業｡
(73)dokutaN ∫)dの 変化で ､ まれ に語中で も お
こる｡
(74)jaku z ada r a 体力ガナイ ､ 体ガ弱イ o 怠 けて
働かな い人 は､ kedja :ja miまたはto cija mio
(75)w aga w ajega hetado a 持ち主w agaと持ち
物jeに よる二重主格｡
(76)jako zjo ‥teqte - zjo :teは､ 連体形 に つ づく
形式で ､ イ ッ テiqteに つ づくと( - teqte)引用を あ
らわし(間接話法的) ､ ス ル sjo wa に つ づ くと シ ョ
ウ ト ス ル の 意味になる ｡
(77)N:ga (Ⅶn u- ga
(78) m aku s a n obiq go : マ クサ は ハ チ ジ占 ウ ス ス
キで ､ 牛の 餌に したり､ ム シ ロ を編んだりする｡ ピ ッ
ゴ はそ の芯で柔らかい穂が入 っ て いる｡
(79)bu :kiNjuqte この ような結果の むすび つ き
がさか んに使用される｡
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しず子: w aga sjoke m ade, takebo :kida r o a zja.
な ぎ : N:, takebo :ki.
しず子 :taもa min o u e ohaki, ita n o u e:haki.
な ぎ : takebo :kideka a r a
'
r e. takedeka kako ada r e.
ko n otake zja naqkez]
'
a no . kono takezjaJu -
in o a z】a . ko re a w a r ukaqti:zJa .
文司 : o : s o : zin oba n a sjo s uka.
しず子 :N:, m uka sin o o : s o : zjo?(釦)
文司 : a s u w aboNni n a r oNte o : s o : zjo sija r ogaN
joi.
な ぎ : a s u w a
,
n a n uka mja:niw a , s u s u :hakozjo :teq-
te, o : s o : cite m a, iNn akoda r a. s u s u :hako z-
]o :teqte, u n o, boNno nan ukaN n a rinako
m]a :ni, s u s u :haka z u n]a zjo :teqte, taki:ja -
m aka r akaq･ I ･ kite, koko :takede, kogaN
bakoda r a. bekar a, .
しず子 :go mide n o :, bjo m u site m u site m u site no:,
m a r ude s u sllde, m aqku r u n a s u s uga kogaN
iqs uN m ota m a r odaNn o :.
な ぎ :be :ka r a, sjo :ga c u w a, ha r 乱 sjo :ga c uN n a r o-
Nte
,
ba c uka mJa : ni bakiNn o ato, SJO:gaC uN
narozjo:teqte n o :, s]o :ga c u n o, haqte, m aN-
n ogo aN n o, kogaN, da r e m otata mJO S uqC -
Ja naqkeda r a. m usirodeka aro ada re, o n o,
m o司0 . S o れo, m aku s a n o m o s〕 .
べ ん : w aga ede w atetega n o :, ko ri:ko sje: r o sito-
de, s o ede, ko ri: s uqte, miNn a tata mjo, s o-
go aNsite ko sje:to atoko r odo a zJa .
な ぎ : N: sugakiw a s a, w eN da nja s u : aqde,takede,
siqbu w aikeN n aqte, s ogaN n aqte a r o :,
o : s o : ZJO S a Z u n]a Zjo :teqte w a, o n okogo n oka -
taqteko w a, tegade kakida sitaNn eja . N, te -
gade kn kida siko w a sitaNn e :. N, tegade ka -
kida site
,
s okoga icibaN deazIZjo:teqte. su -
gakin o sita: miNn aikeda r o a z]a n o :.
べ ん :be:.
な ぎ :kedo :c utejo a zja .
べ ん : anjo?
なぎ : s ugakin o sito a.
べ ん : ･ -
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ワ ガ シ ョ ケ マ デ ､ タケボ ー キ グロ ア ジ ャ .
ン - ､ タ ケ ボ ー キ｡
タタミ ノ ウ エ オ ハ キ､ イタノ ウ エ - - キ｡
タケボ ー キデカ ア ラ レ｡ タケデカ カ コ ァ ダ レ｡ コ
ノ タケジ ャ ナ ッケジ ャ ノ ｡ コ ノ タケ ジ ャ ユ
イノ ァ ジ ャo コ レア ワ ル カ ッ テ ィ ー ジ ャ .
オ ー ソ ー ジ ノ ハ ナ シ ョ ス カ｡
ン ー
､
ム カ シ ノ オ ー ソ - ジ ョ ?
ア ス ワ ボ ン ニ ナ ロ ン テ オ ー ソ - ジ ョ シ ヤ ロガ
ン ヨイ ｡
ア ス ワ､ ナ ヌ カミ ャ ー ニ ワ､ ス ス - ハ コ ジ ョ ー テ ッ
テ､ オ - ソ - チ テ マ ､ イ ンナ コ ダラ｡ ス ス - ハ コ
ジ ョ ー テ ッ テ ､ ウ ノ ､ ボ ン ノ ナ ヌ カ ン ナリナ コ
ミ ャ - ニ ､ ス ス - ハ カ ズ ニ ヤ ジ ョ ー テ ッ テ ､ タキ ー
ヤ マ カ ラ カ ッ ･ ･ ･ キテ､ コ コ 一 夕ケデ､ コ ガ
ン ハ コ ダラ｡ へ カ ラ｡
ゴミデ ノ ー ､ ヒ ョ ム シ テ
マ ルデ ス ス デ､ マ ッ ク ル ナ
ス ン モ 夕 マ ロ ダ ン ノ ー .
ム シ テ ム シ テ ノ ー ､
ス スガ コ ガ ン イ ッ
へ - カ ラ､ シ ョ ー ガツ ワ ､ - ラ シ ョ - ガ ツ ン ナ ロ
ン テ､ ハ ッ カ ミ ャ - ニ ハ キ ン ノ ア ト､ シ ョ ー ガツ ン
ナ ロ ジ ョ ー テ ッ テ ノ ー ､ シ ョ ー ガツ ノ ､ ハ ッ テ､
マ ン ノ ゴ ァ ン ノ､ コ ガ ン ､ ダ レモ タタミ ョ ス ッ
チ ャ ナ ッ ケダラ｡ ム シ ロ デカ ア ロ ア ダ レ､ オノ､
モ シ ョ ｡ ソ ノ ､ マ クサ ノ モ シ ョ ｡
ワ ガ ェ デ ワ テテガ ノ ー ､ コ リ ー コ シ ュ ー ロ
シ トデ､ ソ エ デ､ コ リ ー ス ッ テ､ ミ ンナ タタミ ョ､
ソ ゴ ァ ン シ テ コ シ ェ - ト ァ ト コ ロ ドアジ ャ .
ン - ス ガキワ サ､ ウ ェ ンダ ニ ヤ ス - ア ッ デ､
タケデ､ シ ッ プ ワ イケン ナ ッ テ､ ソ ガ ン ナ ッ テ
ア ロ
ー
､ オ ー ソ - ジ ョ
'
サ ズ ニ ヤ ジ ョ ー チ ッ テ ワ ､
オノ コ ゴノ カタ ッ テ コ ワ､ テガデ カキダシタンネ ァ｡
ン
､ テガデ カキダシ コ ワ シタ ンネ - ｡ ン､ テ ガデ
カキダシテ､ ソ コ ガ イチ バ ン デアジジ ョ - テ ッ
チ. ス ガキ ノ シタ ー ミ ンナ イケダロ アジャ ノ ー .
へ -
o
ケ ド ー ツ テ ヨ ア ジ ャo
ア ニ ョ ?
ス ガキノ シ ト ア ｡
● ● ●
0
私が知 っ て いるまで ､ 竹ぼうきだ っ たよね｡
ええ､ 竹ぼうき｡
畳の上をはき､ 板の上をはき｡
竹ぼうきだ っ たよ｡ 竹で はい たん だ よ｡ こ の 竹じゃ な
い よね｡ こ の竹で は結わな いよ｡ こ れは悪い そうだよ
ね｡
大掃除の話をしようか｡
え､ むかしの大掃除?
あすは盆になるから大掃除をしま しょ うね｡
あすは､ 七日前に は､ 煤を はくと い っ て ､ 大掃除と は
いわない んだよ｡ 煤を はくと い っ て ､ あの ､ 盆の七日
にならない うち に､ 煤を はかなくち ゃ ､ と い っ て ､ 竹
をヤ マ から刈 っ て きて(?)､ こ こを竹で ､ こ ん なふ う に
はくんだ よ｡ それから｡
薪でね､ 火を燃や して燃や して燃や して ね､ ま るで 煤
で ､ 真 っ 黒な煤が こん なに 1寸もたまるわけだろ｡
それから､ 正月は､ もう正月 になるか ら､ 20 日前に は
かない と､ 正月に なるとい っ て ね､ 正月 の ･ ･ ･ ･ い
まみた い にね､ こ んなに ､ だれも畳を敷い て はい ない
んだよ｡ ム シ ロ だ っ たんだよ ､ あの ､ ム シ ロ ｡ そ の ､
マ クサ の ム シ ロ ｡
うちで はお父さんがね､ これを作る人で ､ それで ､ こ
れをしい て ､ みん な畳を､ そう や っ て 作 っ た ば し ょ
だよ｡
ああ､ ス ガキはね､ 上に は筆を編んで ､ 竹で ､ 下 (尻)
は水たまりに な っ て ､ そん なふ うに な っ て いる の を､
大掃除をしなくち ゃ とい っ て は､ 男が 一 緒にな っ て ､
手グワで かきだ したよ｡ ん ､ 手 グワ でかきだしたんだ｡
ん､ 手グワ でかきだして ､ そこ(底?) がい ち ばん だい
じだとい っ て ｡ ス ガキの下はみんな池だ っ たよね｡
ス_ ス. 0
ケ ド - ズとい っ たじゃない o
なに を?
ス ガキの下を｡
? ?
(80)o : s o : zjo? (o :so : zi- w oで ､ 問 い 返 しやそ の
返事に はヲ格の名詞が使用され る ｡
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な ぎ : N:, ba r 且, ha sida a nika n o (ite r eba.
べ ん : muka siw a c ubakjo m oqde, miNn a kokode
bo site n o
,
abu r aN sito a m oN dara .
文司 ‥ u n o苧o a, m uka sin okoqkubano ha n a sjo s o-
do a z]a . kedo : z utoka , s 一ユgakitoka, oku zito -
kate - ･
べ ん : aNn oban a sJO Site -
な ぎ : s Ⅵgakjo!
J<^ : c ubakjo w a n o.･ , m oqde.
なぎ : s u :ga:ki:, s ugaki!m uka si bo : zjo sito a to -
ko r o. cJa W aNjo a r aqta rl, im o :kokuqta rl,
ko m e:toqdari sito a七oko r o, s ugakitejo zJa ,
m uka siw a n o ∴ m a nja koqkuba :te jo ni.
s o n o s ugakin o ba n a si.
べ ん :he: s ugaki. s ugakiw a n o :, m ukasiw a n o:,
s ugakiw a, s o r e w a n o :, m uka siw a kogo a ni,
Ⅵn o, 占ude aqde, s ugakiteqte n o, kogo aN,
iqkeNgu ria deto a toko ri:, koko :, ka m eie-
toqte:, koko niw a n ag
･
a siteqte, qa w aNjo
a ru :toko r o :ko sje:te, s e :ka r a, u reni, hoka -
niw a s u : aqde, s ogo a sitoqte:, s okode su-
gakiteqte n o :, a niko a sito atoko r odo a zja.
しず子 : :bo : zjo .
べ ん :bo : z]o site n o :, s ogo a site. kogo aN do a n o :,
n o a z u r u n abede, im oda s a c u m o a mite n o:,
n]o ag
･
eni, siodakiNsite, be :ka r a, Ju : m e Sini-
w a n o a, m ug
･
1 m e Siteqte, w o ago m e: c uqte
n o :
,
s o ri:ir ete
,
m ug)o nin aga r a ni, w eN de a
hu rikakete, s ogo aNsite mite, m ugl m e Siteqte,
he:ka r a
,
s a c u m a sir uteqte, s o raga(81) o c u-
keniw a s a c u m a sir u ni, s a c Ⅵ m a n oba rja(82)
miso:ir ete mite, s a c u m o akogoN kir de ate,
s a c u m ad , im oda c uqte, n o.
文司 : o mja :totoga kogaN da :ju : c uqte kite, bu -
qtagiriko m aNn o : zJa l.
べ ん :da ri:? a rュ:?
文司 :N:.
べ ん : anjo?
文司 :jo:.
べ ん :jo :?
文司 :jo :totoga siqka ri cuqte kito a, ki:,jo ∴
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ン -
､
ハ ラ､ ハ シ ダ ア ニ カノ オテ レ バ .
ム カ シ ワ ッ バ キ ョ モ ッ デ ､ ミ ン ナ コ コ デ ホ シ
テ ノ､ アブラ ン シ トア モ ン ダラ｡
ウ ノ ノ ア ､ ム カ シ ノ コ ッ ク バ ノ ハ ナ シ ョ ソ
ド ア ジ ャ ｡ ケ ド - ズ トカ､ ス ガキトカ､ オクジトカ
丁 ● ● ● o
ア ン ノ ハ ナ シ ョ シ テ ･ ｡ ･ ｡
ス ガキ ョ !
ツ バ キ ョ ワ ノ ー ､ モ ッ デ｡
ス - ガ - 辛 - ､ ス ガキ! ム カ シ ボ ー ジ ョ シ トア
ト コ ロ . チ ャ ワ ン ヨ ア ラ ッ夕リ､ イ モ - コ ク ッ
タリ､ コ メ ー ト ッ ダリ シ ト ア ト コ ロ ､ ス ガキテ
ヨ ジ ャ ､ ム カ シ ワ ノ ー ｡ マ ニ ヤ コ ッ ク バ ー テ
ヨ ニ
｡
ソ ノ ス ガキノ ハ ナ シ ｡
へ - ス ガキ . スガキワ / - ､ ム カ シ ワ ノ ー ､ ス
ガキ ワ､ ソ レ ワ ノ ー ､ ム カ シ ワ コ ゴア ニ ､ ウ ノ ､
ス デ ア ッ デ､ ス ガキチ ッ テ ノ､ コ ゴ ァ ン ､ イ ッ ケ
ンダリア デ トア ト コ リ ー ､ コ コ - ､ カメ イ エ ト ッ
チ - ､ コ コ ニ ワ ナガ シテ ッ テ､ チ ャ ワ ン ヨ ､ア ル
ー
ト コ ロ ー コ シ ェ - テ､ セ
- カ ラ､ ウ レ ニ ､ ホ カ ニ
ワ ス ー ア ッ デ､ ソ ゴア シ ト ッ テ - ､ ソ コ デ ス
ガキテ ッ チ ノ - ､ ア ニ コ ア シ トア▲ トコ ロ ドア ジャ.
ボ ー ジ ョ ｡
ボ ー ジ ョ シ テ ノ ー ､ ソ ゴア シ テ. コ ゴ ア ン ドア
ノ ー ､ ノ アズ ルナ ベデ､ イ モ ダ サ ツ モ ア ニ テ ノ ー ､
ニ ョ ア ゲ ニ ､ ■シ オダキ ン シテ､ へ - カ ラ ､ ユ ー メ シ
ニ ワ ノ ア ､ ム ギメ シテ ッ テ､ ヲ ア ゴメ - ､ ツ ッ テ
ノ ー
､
ソー リ ー イ レ テ､ ム ギ ョ ニ ナガラ ニ ､ ウ エ ン
デア フ リカケテ､ ソ ゴ ァ ン シ テ ニ テ､ ム ギメ シテ ッ
テ､ へ - カ ラ､ サ ツ マ シ ル テ ッ テ､ ツ ラ ガ オ ツケ ニ
ワ サ ツ マ シ ル ニ ､ サ ツ マ ノ ハ リ ヤ ミ ソ - イ レ
テ ニ テ､ サ ツ モ ア コ ゴ ン キリデ ァテ ､ サ ツ マ 久
イモ ダツ ッ チ ノo
オミ ア ー ト トガ コ ガ ンダ ー ユ ー ツ ッ テ キテ､
プッ 夕ギリ コ マ ンノ ー ジ ャイ｡
ダリ ー ? ア リ ー ?
ン -
.
ア ニ ョ ?
冒 - 0
冒 - ?
ヨ ー ト トガ シ ッカリ ッ ッ テ キトア､ キ ー ､ ヨ - o
ああ､ もう､ 箸やなにかが落ちれば｡
むかしは椿をもいで ､ みん な こ こで 干して ね ､ 油に し
たもん だよ｡
あ の ね､ むか しの台所の 話をして るん だよ ｡ ケ ド ー ズ
とか､ ス ガキとか､ オ ク ジとか っ て ｡
なん の話をして ｡ ･ ･ ｡
ス ガキ!
椿をはね､ もいで ｡
ス - ガ - キ ー ! ス ガキ! むかし台所仕事をしたばしょo
茶碗を洗 っ たり､ サ トイ モ の皮を むい たり ､ 米をと い
だり したば しょ､ ス ガ与 っ て い うじ ゃ な い ､ むか しは
ね｡ い ま は コ ッ ク バ と い うけど｡ その ス ガキの話｡
ああ､ ス ガ キ｡ ス ガキはね ､ むかし はね ､ ス ガキは､
それはね､ むかしはこん なふ うに､ あの ､ 茸で 編ん で ､
ス ガキとい っ てね､ こ んな に､ 1問ぐらい出たと ころ
へ
､ こ こを､ カ メ をい れて お い て ､ こ こ に はナ ガ シ と
い っ て ､ 茶碗を洗うと ころ を作 っ て ､ それか ら､ あれ
に､ ほか には賛を編ん で ､ そ ん なふ うに して か ら､ そ
こで ス ガキとい っ てね､ なにかをしたばしょだよ｡
台所仕事を｡
台所仕事をして ね､ そんなふ うに して ｡ こ ん なね､ 縄
っ るナ ベ で ､ サ トイ モ やサ ツ マ イ モ を ゆで て ね､ ニ ョ
ア ゲ
.
に､ 塩ゆで に して ､ そ れか ら､ 夕飯に はね､ ム ギ
飯とい っ て ､ 粟米を っ い て ね ､ それ をい れて ､ ム ギを
たきながら､ 上 へ ふ りか けて ､ そうや っ て た い て ､ ム
ギ飯とい っ て ､ それか ら､ サ ツ マ 汁とい っ て ､ 自分た
ちの お つ ゆに はサ ツ マ 汁に ､ サ ツ マ の 中 へ 味噌を い れ
て煮て ､ サ ツ マ をこんなふうに切り出して ､ サ ツ マ だ､
サ トイ モ だとい っ てね ｡
あなた はお父さ んがこ ん な魚を釣 っ て きて ､ 切 っ て入
れたじゃ ない ｡
だれ? わたし?L
ス_ ス_ 0
なに?
魚を｡
魚卑?I
魚をお父さん がたくさん釣 っ て きた､ - ･ ･ 魚を｡
(81)s o r aga 単数 はs oiga で ､ こちらは､ 自然 ニ ､
オ ノ ズ カ ラ の意味で も使用される｡
(82)ba rja : (ba r 且- 令
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ベ ん : a :, 云i: s aNgajo : clユri: n o :, mika r edo :, a rja,
arja kirja :do aNte ka miNzja ra r a.
な ぎ : m uka siw ajo : c uqte ku r uto n a :, buNcis aN,
u n o, ba r o 且 aketo ada r a. akete n a, siqka ri
c uqte ku r uto, ba r o 且 akete, miNn a u n o, ba -
r冬n O hug]o , u ri: w盆kogaN do : s a r ade, uri:
ba r a lq pja tabe r obito w a, tabe s a s e r obito
n akaqtei]
'
a . aN m a ri m e z u r a sikute. sogaNsi-
te, hugjo aketoqti:, hugjo ake - koki:(83)
kaqte, lmgjo akete, ciri: ni site, s ogaNsite
u r o ada r a. de a : ciku site, de a : ciku site u r u-
to w a
, adaN kitan aku site u ro hiton o a ri,
de 且: ciku site u r obito n o dia ciku site
u r obito noga: moqte iqte boti:ga :(84) aq-
daNm o siNn e ada : r u :, m ekata n obe rin e ada :
r u :. kita naku site u ru a hiton oga : m ekata -
n oheqteheqte, m a r u o : z oNsj
.
Odo a zja . s ogaN,
s ogaN ka n a r a r eJO, m uka siw a. m aNn ogo a-
ni u n o, ukude dete(85).
べ ん : m aNn o go ani汝o m e: niNzja r o aNte n o :, m u-
ka siw a. m uka siw a m ugidan o w o ag
･
o m eteq-
teka sita r ega . ka :, ko m e wa taba rakara ka -
w o adake. ku nika r a w a lqS e C ukiw a s e z u.
taba r aka r akaqte n o :, s oika r a, n aqke - ･
?
'
o s o a(86) si: deto a sito w a･ ka m aboteqte(87)
1qCja(88) m u r aqte, s o ri: sjoqti: n adete. w a-
r eNsja : taba r a n o n aqkejoNte, ka m abu :
m u r aqte n o, s o ri: n adete c uqte, s ogo a site,
u n o, nibja : ni s u toko ri: w aiq pe:baNbuN.
m uka siw a niNzja ra r a. u n o, heka r a, to n a ri-
nin o :, kodo m ode m o a r uto w a, ko r ega r ateq-
te nir uto wa, gaqko :i:(89) der u :ten, kogaN
bota m o ciNsite n o, sibaN ku r uqde ke r u :te
joNte, s ogaNsite ke r uto w a, de n aga r a, s o-
n o kodo m oN ketoqti: de r odo a z]a . ke r uto -
w a u r e sigaqte n o, ku w odo a zja. sip;uaNdo:
iteqte, c u c u. s oide m uka siw a n o, u n o, ku ni-
ka r a w ako z u. heika r a
,
ku nin og
･
o a kaw ow a
sjoku n a si. sim adeka miNn a ･ - sito a - I
c ubakiNsja :)o w a n o, abu r o a siqkari siboq-
te, s o ri: miNn a ku w a r oda r a(湘), s o n o abu -
r o w a. w aga ede w a, w aga oja n o noa, abu -
r a sibo rida r o aga, s o n o, nibaNm adeketoqti:,
s aN baNjo JO S ete, ko c ukijo setoqte : w a, s o ri:
sibo r a r o :ku :gajoke 2;jo :teqte, knw a r o m o-
N da r a. ga, m aNn ogo w a ni u rike a : w a n aka -
r o a z]a, abu ra: w a.
文司 : u n o, nja : eNsja : w a(91) adaN site sita r oa?
べ ん : e:?
文 司 : n e a : eNsja : w a adaN sita I10 a? go cis oNsja :
W a .
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ア - ､ ジ ー サ ンガ ヨ - ツ リ ー ノ ー ヽ ミ カ レ ド -
､
ア リ ャ ､ ア リ ャ キリ ヤ ー ド ァ ンテ カミ ンジ ャ ララo
ム カ シ ワ ヨ - ツ ッ テ ク ル ト ナ ー ､ ブ ンチサ ン､
ウ ノ ､ ハ ロ ァ ア ケトア ダラ｡ アケテ ナ ､ シ ッ カリ
ッ ッ テ ク ル ト､ ハ ロ ァ アケテ､ ミ ン ナ ウ ノ
､
ハ ラ ノ フギ ョ ､ ウリ ー ワ コ ガン ド ー サ ラ デ ､ ウ
リ - ハ ライ ッ ビ ャ 夕 べ ロ ヒ トワ､ 夕 べ サ セ ロ
ヒ ト ナ カ ッ テ ィ ヤ｡ ア ン マ リ メズラ シ クテ｡ ソガ
ン シ テ､ フギ ョ ア ケト ッ テ ィ ー ､ フ ギ ョ アケ ･ -
コ キ ー カ ッ テ､ フ ギ ョ ア ケテ､ チリ - ニ シテ
､
ソ ガ ン シ テ ウ ロ ア ダラ. デ ア ー チ ク シ テ ､ デ ア ー
チ ク シ テ ウ ルトワ､ ア ダン キ夕ナク シ テ ウ
ロ ヒ トノ アリ､ デア ー チク シテ ウロ ヒトノ ･ ･
･ デ ィ ァ チク シ テ ウ ロ ヒ トノ ガ - モ ッ テ
ィ ッ テ ボテ ィ ー ガ - ア ッ ダ ンモ シ ンネア ダ ー ル ー ､
メ カ夕 ノ ヘ リネ ア ダ ー ル ー o キ夕ナク シテ ウル ァ
ヒ トノ ガ - メ カタ ノ へ ッ テ へ ッ テ､ マ ル オ ー
ゾン シ ョ ドア ジ ャ ｡ ソ ガ ン､ ソ ガ ン カ ナ ラ レ ヨ ､
ム カ シ ワ ｡ マ ン ノ ゴ ア ニ ウ ノ ､ ウ クデ デテ｡
マ ン ノ ゴア エ コ メ - こ ン ジ ャ ロ ア ン テ ノ ー ､
ム カ シ ワ ｡ ム カ シ ワ ム ギダノ ヲ ア ゴメ テ ッ テカ
シ タ レガ｡ カ ー ､ コ メ ワ 夕 バ ラカラ カ ヲ ア ダケ.
ク ニ カ ラ ワ イ ッ セ ツ キワ セ 為 夕 バ ラカラ カ ッ
テ ノ ー ､ ソ イ カラ､ ナ ッ ケ ･
デ トア シ ト ワ､ カ マ ポ テ ッ′テ
ソリ ー シ ョ ッ テ ィ ー ナ デテ.
ラ ノ ナ ッ ケ ヨ ンテ､ カ マ ブ -
ナデテ ツ ッ テ､ ソ ゴ ァ シ テ､
･ ヨ ソ ア シ -
イ ッ チ ャ ム ラ ッ チ､
ワ レ ン シ ャ - ータバ
ム ラ ッ テ ノ ､ ソリ ー
ウノ ､ ニ ヒ ャ - ニ
ス ト コ リ ー ワ イ ッ ペ ー ハ ン ブ ン｡ ム カ シ ワ ニ ン
ジ ャ ララ｡ ウ ノ､ へ カ ラ､ ト ナリ ニ ノ ー ､ コ ドモ デ
モ ア ル ト ワ ､ コ レガ ラテ ッ テ ニ ル ト ワ ､ ガ ッ コ -
イ ー デ ル - テ ウ､ コ ガ ン ボ夕モチ ン シ テ ノ､
シ バ ン ク ル:yデ ケル - テ ヨ ンテ ､ ソ ガ ン シ テ
ケ ル トワ､ デナガラ､ ソ ノ コ ドモ ン ケト ッ テ ィ ー
デ ロ ドア ジ ャ｡ ケ ル ト ワ ウ レ シ ガ ッ テ ノ ､ クヲ
ドア ジ ャ ｡ シ ズア ン ド ー イチ ッ テ､ ツ ツ ｡ ソ イデ ム
カ シ ワ ノ ､ ウ ノ ､ ク エ カ ラワ コ ズ｡ へ カ ラ ､ ク ニ
ノ ゴ ア カヲワ シ ョ クナシ｡ シ マ デカ ミ ンナ ･ -
シ トア ･ ･ ･ ツ パ キ ン シ ャ - ヨ ワ ノ ､ ア ブ ロ ア
シ ッカリ シ ボ ッ テ､ ゾリ ー ミ ンナ ク ワ ロ グラ､
ソ ノ ア ブロ ワ ｡ ワ ガ ェ デワ､ ワガ オヤ ノ ノ ア､
ア ブラ シ ポリダロ ア坑 ソノ､ エ バ ン マ デ ケトッ テ ィ ー ､
サ ン バ ン ヨ ヨ セ テ､ コ ツキ ヨ セ ト ッ テ - ワ ､ ソ リ ー
シ ボラ ロ ー ク ー ガ ヨ ケジ ョ ー テ ッ テ､ ク ワ ロ
モ ン ダラ. ガ､ マ ンノ ゴワ ニ ウリケ ァ - ワ ナカ ロ
アジ ャ､ ア ブラ ー ワ.
ウ ノ､ ニ ヤ ー エ ン シ ャ - ワ ァダン シテ シタロ ア?
エ ー ?
ネ'ァ ー エ ン シ ャ - ワ ァ ダ ン シタ ロ ア? ゴチ ソ ン
シ ャ
- ワ｡
ああ､ じい さん が魚を釣りにね ､ 歩い た けど､ 私 は､
私はき らいだから食べ なか っ たよ｡
むかしは魚を釣 っ てくる とね､ 文司さん ､ あの ､ 腹を
あけたん だよ｡ あけて ね ､ たくさ ん釣 っ て くると､ 腹
をあけて ､ みん なあの ､ 腹 の 内蔵を､ あれを はこんな
皿で ､ あれを腹 一 杯食べ る人は､ 食 べ させる人い ない
そうだよ｡ あんまり珍しくて ｡ そん なふ う に して ､ 内
蔵をあけて から､ 内蔵を あけ ･ ･ ｡ ｡ ウ ロ コ を落と し
て ､ 内蔵をあけて ､ きれ い に して ､ そうや っ て売 っ た
んだよ｡ きれい に して ､ きれ い に して売ると､ な に し
ろきたなくして売る人が あり ､ き れい に して売る人が
(あり､ ) ･ ･ ･ きれ い に して 売る人の とこ ろに も っ て
い っ て ､ 魚屋?のとこ ろ へ ､ どうに もしない だろう､
目方が へ らない だろう ｡ きた なくして売 っ た人の は目
方が へ っ て へ っ て ､ まる大損するんだよね｡ そんなふ
うに ､ そん なふ うに な っ たよ､ むか しは｡ い まみたい
にあの ､ あそこに い っ て ?0
いまの ように米をたか なか っ たからね､ むか しは｡ む
かしはム ギだの粟米と い っ て や っ たが｡ そ れか ら､ 米
はたん ばから買 っ ただ け｡ ク ニ か ら はい っ さい来 はし
ない し｡ たん ぼから買 っ てね ､ それか ら､ な い ･ ･ ･
手伝いをしにい っ た人は､ カ マ ボ(鎌穂) とい っ て ､ 1
把もら っ て ､ そ れを背負 っ て き て ､ 籾を落と して ｡ 私
なん かたん ぼがない か ら､ カ マ ポ をも ら っ て ね､ それ
を籾を落として つ い て ､ そ うや っ て ､ あの ､ 2杯 にす
ると ころ へ は1杯半分｡ (それしか?) むか しは炊かな
か っ たよ｡ あ の ､ それか ら+ となりにね､ 子 どもで も
い ると､ こ の子の 分にと い っ て 炊く と､ 学校 へ 行くと
い う､ こんなふ う にぼ た餅に して ね､ 葉 っ ぱにくるん
でくれて やるというか ら､ そうや っ てくれて やると､
行きなが ら､ そ の ､ 子どもにや っ て から行くんだよ｡
やるとうれしが っ てね､ 食うんだよ｡ ( 私の娘を) シ ズ
ねえさんとい っ て ､ よく ｡ それ で むか しはね､ あの ､
ク エ からは来なくて ｡ それか ら､ ク ニ の を買うの は知
らない し｡ 島で みんな ･ ･ した ･ ･ 椿なんかをはね､
油をたくさんしぼ っ て ､ それをみ んな食 っ たんだよ､
その油を｡ うちで は､ うちの 親が ね､ 油 しぼりだ っ た
けど､ その ､ 2番までくれて や っ て ､ 3番を集めて ､
かき集めて は? それをしぼっ たの を食うのがいい んだと
い っ て ､ 食 っ たもんだ よ｡ だ けど､ いま の ように売り
買い はなか っ たよね､ 抽をは｡
あの ､ 苗植えなんかはどうや っ て したの?
え?
苗植えなんかはどうや っ たの ? ごちそうなんか は｡
(83)koki: (女oke- w o
(84)boti:ga : (boti:-ga r a. ポ チ ィ - は魚屋か .
(85)ukude dete 民謡の歌詞 に も､ デ テ ハ ル ヤ
マ デ(春山 へ 行 っ て)がある｡ デ格で行 き先をあ ら
わす用法か｡
(86)jo s o a (jo s a- w o
(87)ka m abo 鎌穂｡ 稲刈 りを手伝 っ たと き に手
間賃と して も ら っ て かえ っ た｡
(88)iqcja iciw aか らの変化だが ､ 促音を挿入し
て拍数をあわせ て い るo 2把は蛸ao
(89)gaqko :i: 長い母音おわりの名詞の へ 格 はiが
長音化する｡ 青 ヶ 島で はさ らに 強化さ れ ､ ri:と な
る｡
(90)ku w a r oda r a (ku wi- a r o- ni-te - a r o- w a.
現在で はさらに 融合して ､ ku w o ada r a｡
(91)nja: eNs]
.
a : w a (n a e-ir e- n o- s a c(?)- w a
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ベ ん : n eai土(92) dero w a n o, n e ajojer° tokiniw a
n o :, 七a n oqde miNn a, s ogaN, de r uto w a, ko -
goaNdo a obaqcide m e sJO S a S aqde n o, oqcu -
keteqte m oqte de r odoazJa, hir u m e sini. ho -
suto , miNn ade dete, n e ajo Je: nO:, u Simi:
(93) m oqteiqte, taba r?a c ukuqte･ s ogo aN
-
sitβ. be :ka r a, cJaga Sin l W aim oto s a c u m o a
nite
,
s ogo a site, kogo ado :kagode sjOqte m Oqte
dete n o:, s ogo a site sito a m oN da r a. ka :, ka r o
tokiniw a n o :
,
m o
,
s ogo a site ka r otokiNm o
sita r edo :, bir ロ m e SJO W a mite m oqte dete,
ka m abuteqte, kogo aNjuqte miNn aN sjo w e :
to ado a zja . w a r･eNsja : w aka m abu : m u r aqte
mtlr aqte nO, SiNjo m oN de(94), aNnjo m o n a
ka n akado : - . s o r ede ku nin ogo w a(95)iqs e-
c uka w a z uN to : r o w ad r a(”).
な ぎ :hiqka s ur ar . un o, ka w azuNto: ro azjo:teju -
to w a,
文司 : s o r egakajokeda r e.
な ぎ : s o r e m oj qkedo ag･a .
しず子 :geNsizide ano hana sideka are.
な ぎ : war akoN do : zi:te(97)jtl W a Sjoka r o撃a7 do
-
n o koN do : zi:daka n o､ koN do :2:i:te JO Sito-
w a sjoka r a r a.
べ ん :koN do : 2;i:tejo sito w a n o :, ha, koN:goN n a-
q七e, kogo a n aqte miqciga(98), uku n o s aga -
mici kogaN sitoqti: sjaN mjo(99).
な ぎ : w aga eN a r a r a, s o n o sito w a.
ペ ん :koN do : zi‥te]
'
uto o :･ ?n3
-
o sjo!OB)s oke‥ sjaN -
mjo oto s oto w aga sJO W O nite(101)juto w a.
な ぎ : w a r 乱 W ag e ni a r o aNteka sjokega .
べ ん : s oika r a n o, u n o sikohe a si:doNn e :n o(102)
jaketoa tokinja -
な ぎ : s o r e w a′ha rja w aga bd:ku n a ro a tokideka
aNn e a.
べ ん :koN do :zi:tejuto - ka zidaqti:ja, sjoku n e a-
ka :tejuto dokoda r o :tejoNte sikohe a si:do -
Nn e :do a zjate ja r arja(10 3), ta cue m o zi:ga
edo azjatejuto w a, N: orega iqtato m oto m o
(104) koto w a deko z u :teqte～n o :, s ogaN
naqte.
な ぎ : w a r a n o, s o n o, koN do :2:iga w aga ede bjo :
bu :baqte a r a r a.
- 156-
ネアイ - デ ロ ワ ノ ､ ネ ア ヨ イ エ ロ トキ ニ ワ
ノ ー
､ 夕 ノ ッデ ミ ンナ､ ソガ ン､ デ ル ト ワ､ コ ゴ ア
ン ド ァ オ ハ ッ チ デ メ シ ョ サ サ ッデ ノ､ オ ッ ツ
ケテ ッ テ モ ッ テ デ ロ ドア ジ ャ ､ ヒ ル メ シ ニ ｡ ホ ス
ト､ ミ ン ナ デ デテ､ ネア ヨ イ ェ - ノ ー ､ ウ シ ミ -
モ ッ テ ィ ッ テ ､ タ バ ロ ア ッ ク ッ テ ､ ソ ゴ ァ ン シ
テO へ - カ ラ､ チ ャ ガ シ ニ ワ イ モ ト サ ツ モ ア ニ
テ､ ソ ゴ ァ シ テ､ コ ゴ ァ ド - カ ゴデ シ ョ ッ テ モ ッ
テ デテ ノ ー ､ ソ ゴ ァ シ テ シ トア モ ン ダラ｡ カ ー ､
カ ロ トキ ニ ワ ノ ー ､ モ ､ ソ ゴ ァ シ テ カ ロ トキ
ン モ シ タ レ ド - ､ ヒ ルメ シ ョ ワ ニ テ モ ッ テ デ
テ､ カ マ ブテ ッ テ ､ コ ゴ ァ ン エ ッ テ ミ ン ナ ン
シ ョ ウ エ ー トア ド ア ジ ャ ｡ ワ レ ン シ ャ
-
ワ カ マ ブ ー
ム ラ ッ テ ム ラ ッ テ ノ ､ シ ン ヨ モ ンデ､ ア ン ニ ョ
モ ナ カナカド - ･ ･ ･ . ソ レデ ク ニ ノ ゴ ワ イ ッ
セ ツ カ ワ ズ ン ト 一 口 ワ ダラ｡
ヒ ッ カ ス ラ ラo ウ ノ ､ カ ワズ ン ト 一 口 ア ジ ョ - チ
ユ トワ｡
ソ レ ガ カ ヨ ケダレ｡
ソ レ モ ヨ ッ ケド ア ガ｡
ゲ ン シ ジデアノ ハ ナ シデカ ア レ｡
ワ ラ コ ン ド - ジ ー テ _
ユ T71 シ ョ カ ロ アガ､ ドノ
コ ン ド - ジ ー ダカ ノ . コ ン ド - ジ ー テ ヨ シ ト ワ
シ ョ カララ｡
コ ン ド - ジ ー テ ヨ シ ト ワ ノ ー ､ - ､ コ ン - ゴ ン
ナ ッ テ､ コ ゴア ナ ッ テ ミ ッ チガ､ ウク ノ サガ
ミチ コ ガ ン シ ト ッ テ ィ ー - シ ャ ン ミ ョ ｡
ワ ガ ェ ン ア ララ､ ソ ノ シ ト ワ｡
｢コ ン ド - ジ ー + チ エ ト ｢オ rJ ｢ア ニ ョ シ ョ !
ソケ - シ ャ ン ミ ョ オ ト ソ ト ワガ シ ョ ヲ ニ+
テ ユ ト ワ｡
ワ ラ ワガ ェ エ ア ロ ア ン チ カ シ ョ ケガ｡
ソイカラ ノ､ ウノ .シ コ - ア シ
ー ドン ネ - ノ ヤケ
トア トキ ニ ヤ ･ ･ ･ ｡
ソ レ ワ ハ リ ヤ ワガ ボ ー ク ナ ロ ア トキデカ
ア ンネ ァ ｡
｢コ ン ド ー ジ ー + チ エ ト ･ ･ ･ ｢カ ジダ ッ チ イ ー
ヤ､ シ ョ クネアカ ー + テ ユ ト ｢ドコ ダロ ー + チ
ヨ ンテ ｢シ コ ヘ ア シ ー ド ンネT- ドア ジ ャ+･チ ャラ
リャ､ ｢クツ エ モ ジ ー ガ ェ ド アジ ャ+ テ ユ ト ワ ､
｢ン - オ レガ イ ッ夕ト モ トモ コ ト ワ デ コ ズ+
- チ ッ チ ノ ー ､ ソ ガ ン ナ ッ テ ｡
ワ ラ ノ､ ソノ ､ コ ン ド - ジ ー ガ ワガ エ ヂ ビ ョ -
ブ - ハ ッ チ ア ララ.
苗植えに行く の はね､ 苗を入れるとき に はね ､ 頼ん で
みんな､ そん なふ うに ､-い くと､ こ んなお硬で 飯を頭
にのせて ね､ (ご飯を) 山の よ うに押し詰めて も っ て い
くん だよ､ 昼飯に ｡ する と､ みん なで い っ て ､ 苗を入
れにね､ 牛をも っ て い っ て ､ たんぼを作 っ て ､ そうや っ
て ｡ それから､ 茶菓子 に はサ トイ モ と サ ツ マ イ モ をゆ
で て ､ そうや っ て ､ こ ん な篭で背負 っ て も っ て い っ て
ね ､ そ うや っ て や っ たもん だよ｡ それか ら､ 刈るとき
に はね､ も､ そうや っ て刈る ときに もや っ たけど､ 昼
飯を は炊いて も っ て い っ て ､ カ マ ボ と い っ て ､ こ ん な
ふ うに結 っ てみ んなに背負わせたんだよ｡ 私なん か は
カ マ ボをもら っ て もら っ てね ､ 結婚 したばかりで ､ な
に を(するの) もなかなかな - ･ ｡ それでク エ のを い っ
さい買わない で とお っ たんだよ｡
わすれたよ｡ あ の ､ 買わない で とお っ たというと｡
それが い い ん だよ｡
そ れもい い ん だけど｡
原始時代の話だよ｡
私は近藤じいと い うの を は知 っ て い たけど､ ど の 近藤
じい だかね｡ 近藤じい という人は知 っ て い たよ｡
近藤じいとい う人はね ､ もう ､ 原曲がり に な っ て ､ こ
んなにな っ て歩いたものだけど､ あそこの下り坂? - ･
こうや っ て シ ラミ を - ･ ｡
うちにい たよ､ その人は｡
｢ 近藤じい+ とい うと､ ｢お - + ｢な に をして るの !
そこ へ シ ラミ を落とすと私に つ くの に!+ とい うと｡
私はうち にい たから知 っ て いるよ｡
それからね､ あの ､ ヒ コ へ イ ア シ - どの の家が焼けた
ときに は - ･ ｡
それはもう私が大きくな っ たときだよ｡
｢ 近藤じい+ というと､ - ･ ｢ 火事だそうだよ ､ 知
らないか い+ というと､ ｢どこ だろう+ というから､
｢ヒ コ へ イ ア シ - どの の家だよ+ とい っ たら? ｢タ ツ エ
モ じい の家だよ+･というと､ ｢ん - ､ 俺が い っ て も消え
ることばで きず+ とい っ てね､ そうや っ て ｡
私はね､ その ､ 近藤じいがうちで昇風をは っ て い たよ｡
(92)
(93)
(94)
(95)
(96)
m e a l: (n a e-ire - e
u s l m l: (u sim e- w o
siNjo m oN de 新世物デ
knnin ogo w a (knni- n o- ga - w?
to : r o w ad r a (to w o ri- a rLO - n トte - a r °_ W a
(97)koN do :zi: 近藤重蔵 の 息子 の 富蔵 (1805_
187)で ､ 1827年八丈島に流罪となるが､ 赦免の の
ち八丈に もどり､ こ の地で 一 生をおえる.
(98)miqciga (mi ki- s -ga で ､ ア リをともなわ な
い キ過去形｡
(99)sjaNmjo , (sir a mi- w o
(100)a njo sjo! 疑問詞疑問文 で連体形終止 ｡ 注
意の用法｡
(101)sjo w o ni 背負り(ノ) ニ ｡
(102)sikohe asi:doNn e: n o ヒ コ へ イ (?) 兄殿ノ
家ノ
(103)ja r a rja (ihwi- a ri- a r e-ja
(104)to m o これ は自動詞｡ 本来 な ら他動詞 のto -
m a s oが使用され るべ きと ころ｡
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ベ ん : s o r ega s o n o, koN do :zl:ga micu n ede m aro -
baqti:ga, koNdo :z l:ga ko zjo :tejo w a mic u-
n e n oha m ani a r o z]a . 争r O a ZJa, Sjote nja ･
な ぎ : m ago, u rja.
ベ ん :he:?
な ぎ : urew a m ag
･
o .
ベ ん : m ago w a m agode′be ci.
な ぎ : mis a oba w am ago . mis a obada r o a zja?
文司 : m a nja kunidaka n a,
ベ ん : 皿is a obaga ko - w aga in ° to n a riN s uqde
a r O a Zla ･
文司 .: u m e c u zihida n oka miw a sjoku o zja r a n ai?
ベ ん :be:?
文司 : u m e c uzi.
･< ^ : u me c u zidon o w a sjoku n aqkja. w aga w a(105)
sjoku n akeN ka m a r ubo ada r e.
な ぎ : s orja w aga otoqcllaNsja :ga ･ ･ ･･
ベ ん : s on o, u m e c u zido n o n ohaka w akokonia r oga,
u n o, w aga tete w an o, dete u m e c u zido n oN
n a r o w aqti:ga, miNn a. ｢kon ojo w a n o cini
sjaka sjaN biqk ∬ike a : r oj Nte mitoke+:te
o sコa r a r aqti:ga, boNtoN biqku rike a : r o ad :･
ko n e a :da ku nin o hito n o o zjaqte, s a siNjo
toqte m oqte o z3ar O adara ･
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ソ レガ ソノ､ コ ン ド - ジ ー ガ ミ ツ ネデ マ ロ バ ッ
テ ィ ー ガ､ コ ン ド - ジ ー ガ コ ジ ョ ー テ ヨ ワ ミ ツ
ネノ ハ マ ニ ア ロ ジャ ｡ ア ロ ア ジ ャ ､ シ ョ テ ニ ヤ｡
マ ゴ
､ クリ ヤ｡
へ _ ?
ウ レ ワ マ ゴ｡
マ ゴ ワ マ ゴデ ベ チ｡
ミ サ オ パ ワ マ ゴ｡ ミ サオ バ ダロ ア ジ ャ ?
マ ニ ヤ ク ニ ダカナ ｡
ミサ オ バ ガ コ ･
ス ッ デ ア ロ ア ジ ャ ｡
ワ ガ イ ノ トナ リ ン
ウメ ツ ジ ヒ ダノカ ミ ワ シ ョ ク オ ジ ャ ラナイ?
へ _ ?
ウ メ ツ ジ｡
ウ メ ツ ジド ノ ワ シ ョ クナ ッ キ ャ｡ ワ ガ ワ シ ョ クナ
ケ ンカ マ ル ポ ア ダレ｡
ソリ ャ ワ ガ オト ッ ツ ァ ン シ ャ - ガ ･ ･ ･ .
ソ ノ ､ ウメ ツ ジド ノ ノ ハ カ ワ コ コ ニ ア ロ ガ､ ウ
ノ ､ ワ ガ テテワ ノ､ デテ ウメ ツ ジドノ ン ナ ロ
ワ ッ テ ィ ー ガ､ ミ ン ナ｡ ｢コ ノ ヨ ワ ノ チ ニ シ ャ カ
シ ャ ン ヒ ッ クリケ ァ 一 口 ヨ ン テ ミ トケ+ - テ オ
シ ャ ララ ッ テ ィ ー ガ､ ホ ン ト ン ヒ ッ クリケ ァ 一 口 ア
ダ ー ｡ コ ネ ァ - ダ ク エ ノ ヒ ト ノ オ ジ ャ ッ テ､ サ
シ ン ヨ ト ッ テ モ ッ テ オジ ャ ロ ア ダラ｡
それがそ の ､ 近藤じい が三根で 死ん だそ うだが ､ 近藤
じい の子だとい うの は三根の浜にい るよね ｡ い たよね､
まえに は｡
孫､ あれは｡
え?
あれは孫｡
孫は孫で 別｡
ミ サ おばは孫｡ ミサおばだ っ たろ?
いまはク ニ かな｡
ミ サ おばの子 ･ - うち の となりに住んで い たよね｡
梅辻飛騨の守は知らない ですか?
え?
梅辻｡
梅辻 どの は知らない よ｡ ･ ･ ･ 知 らな い ･ ･ ･ 死 ん
だ ･ ･ ･ ｡
そ れはうちの お父さん なん かが ･ ･ ･ ｡
その ､ 梅辻どの の墓はこ こ に ある けど､ あの ､ うち の
お父さん はね､ 行 っ て梅辻 どの に習 っ たそ うギけど､
みんな｡ ｢こ の世はのちに逆さ にひ っ く り返るか ら見て
おけ+ とお っ し ゃ っ たそ うだが､ はん とう にひ っ くり
返 っ た ･ ･ ･ ｡ こ のあいだク エ の人が い ら っ し ゃ っ て ､
写真を撮 っ て も っ て いら っ し ゃ っ たん だよ｡
(105) w ag･a wa こ れ は w aga の い い 間違 い か ｡
重主格に とる こと はで きない ｡
(かね だ あきひ ろ ･ 千葉大学留学生 セ ン タ ー 助教授)
- 159-
